井上円了『失念術講義』考(一)　―忘却の｢心理経済｣的活用― by 甘露 純規
一
、
は
じ
め
に
す
で
に
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
、
一
つ
の
事
件
を
思
い
出
す
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
今
か
ら
七
年
前
の
こ
と
に
な
る
。
二
〇
一
一
年
三
月
四
日
の
『
朝
日
新
聞』
で
、
一
人
の
予
備
校
生
が
カ
ン
ニ
ン
グ
で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
が
報
じ
ら
れ
た
。
四
つ
の
大
学
の
入
学
試
験
で
、
試
験
中
に
携
帯
電
話
で
試
験
問
題
を
｢
ヤ
フ
ー
知
恵
袋｣
に
投
稿
し
た
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
予
備
校
生
は
、
偽
計
業
務
妨
害
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
つ
た
な
い
手
口
と
浅
は
か
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、｢
覚
え
る
よ
り
知
識
外
注｣
の
｢
ネ
ッ
ト
世
代｣
の
犯
行
と
し
て
、
当
時
の
社
会
の
注
目
を
浴
び
た
。
同
紙
上
で
金
沢
工
業
大
学
の
杉
光
一
成
は
、
常
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
高
機
能
の
携
帯
電
話
が
普
及
し
た
結
果
、｢
学
生
に
知
識
や
記
憶
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
(
外
部
化)
が
起
き
て
い
る｣
と
し
、
こ
う
し
た
世
代
に
と
っ
て
｢
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
情
報
を
検
索
で
き
る
な
ら
、
自
分
の
脳
内
に
記
憶
し
て
お
く
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
思
い
出
す
の
に
時
間
が
か
か
る
脳
は
『
遅
い
、
使
え
な
い
装
置』
と
な
る｣
と
指
摘
し
た
。
件
の
予
備
校
生
の
心
理
の
底
に
、
情
報
を
脳
に
記
憶
と
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
へ
の
軽
視
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
カ
ン
ニ
ン
グ
事
件
は
、
記
憶
を
脳
に
蓄
積
す
る
行
為
の
価
値
の
凋
落
を
象
徴
す
る
事
件
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
。
記
憶
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
と
ど
ま
る
所
を
知
ら
な
い
。
Ｐ
Ｃ
の
メ
モ
リ
ー
の
保
存
量
だ
け
を
見
て
も
キ
ロ
、
メ
ガ
、
ギ
ガ
、
テ
ラ
と
加
速
度
的
に
単
位
は
増
量
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(
一)
忘
却
の
｢
心
理
経
済｣
的
活
用
甘
露
純
規
さ
れ
て
い
く
。
二
〇
一
二
年
一
月
九
日
の
『
朝
日
新
聞』
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
全
人
生
を
自
動
撮
影
す
る
｢
完
全
記
憶｣
の
研
究
の
試
み
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
憶
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
発
展
に
は
、
記
憶
を
蓄
積
―
再
利
用
す
る
こ
と
へ
の
強
い
執
着
が
見
て
と
れ
る
。
そ
し
て
今
や
こ
の
際
限
を
知
ら
な
い
強
い
執
着
が
、
記
憶
を
蓄
積
す
る
器
官
と
し
て
の
脳
に
｢
三
行
半｣
を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
―
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
が
、
そ
の
一
方
で
相
変
わ
ら
ず
、
記
憶
を
脳
に
蓄
積
す
る
試
み
は
続
い
て
い
る
。
書
店
に
行
け
ば
、
各
種
の
資
格
試
験
・
入
学
試
験
用
に
記
憶
術
の
伝
授
を
う
た
う
本
に
必
ず
お
目
に
か
か
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
今
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
岩
井
洋
は
『
記
憶
術
の
ス
ス
メ
近
代
日
本
と
立
身
出
世』
(
一
九
九
七
年
二
月
青
弓
社)
の
中
で
、
近
代
的
学
校
・
試
験
制
度
の
は
じ
ま
り
と
と
も
に
、
人
々
が
記
憶
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
を
書
い
て
い
る
二
〇
一
八
年
現
在
で
も
記
憶
力
の
向
上
を
う
た
う
本
を
探
そ
う
と
思
え
ば
、
六
波
羅
穣
『
一
流
の
記
憶
法
あ
な
た
の
頭
が
劇
的
に
良
く
な
り
｢
天
才
へ
の
扉｣
が
ひ
ら
く』
(
二
〇
一
七
年
一
月
ニ
ケ
出
版)
、
山
口
佐
貴
子
『
時
間
を
ム
ダ
に
し
な
い
記
憶
術』
(
二
〇
一
七
年
二
月
大
和
書
房)
、
出
口
汪
『
出
口
汪
の
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
す
ご
い
！
記
憶
術
本
当
に
頭
が
よ
く
な
る
一
生
モ
ノ
の
勉
強
法』
(
二
〇
一
七
年
二
月
Ｓ
Ｂ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ)
、
藤
本
憲
幸
『
脳
を
鋭
く
す
る
知
ら
れ
ざ
る
速
読
記
憶
法
一
目
10
行
、
ど
の
方
法
で
も
ダ
メ
だ
っ
た
人
へ』
(
二
〇
一
七
年
六
月
パ
ン
ロ
ー
リ
ン
グ
株
式
会
社)
、
川
崎
康
彦『
ハ
ー
バ
ー
ド
式
最
高
の
記
憶
術』
(
二
〇
一
七
年
九
月
き
ず
な
出
版)
、
並
木
秀
陸
『
脳
に
こ
じ
つ
け
て
い
つ
で
も
引
き
出
す
記
憶
術』
(
二
〇
一
七
年
九
月
明
日
香
出
版
社)
、
マ
イ
ク
・
ダ
ウ
『
脳
が
冴
え
る
最
高
の
習
慣
術
３
週
間
で
集
中
力
と
記
憶
力
を
取
り
戻
す』
(
二
〇
一
七
年
一
〇
月
大
和
書
房)
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
雑
誌
の
特
集
記
事
で
も
『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
仕
事
・
勉
強
に
効
く
｢
集
中
力｣
＆
記
憶
術
・
速
読
術』
(
二
〇
一
七
年
一
月
一
四
日
号)
、『an
an
直
感
力
、
記
憶
力
、
恋
に
も
役
立
つ
！
ひ
ら
め
き
脳
の
つ
く
り
方
。』
(
二
〇
一
七
年
三
月
一
日
号)
、『
脳
活
道
場
記
憶
脳
す
ご
く
鍛
え
る
！
60
日
実
践
パ
ワ
フ
ル
ド
リ
ル』
(
二
〇
一
七
年
九
月
号)
な
ど
が
見
つ
か
る
。
私
た
ち
の
時
代
は
、
未
だ
に
｢
記
憶
の
時
代｣
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
本
や
雑
誌
を
一
瞥
し
て
す
ぐ
に
気
が
つ
く
の
は
、
こ
れ
ら
の
記
憶
術
の
伝
授
を
う
た
う
本
の
多
く
が
、
あ
る
種
の
効
率
性
に
大
き
な
関
心
を
は
ら
う
と
い
う
点
だ
。
記
憶
は
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で
も
122
多
く
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
ら
し
い
。
飽
く
こ
と
の
な
い
、
記
憶
の
蓄
積
へ
の
こ
だ
わ
り
。
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
な
の
だ
ろ
う
か
、
忘
却
術
の
出
版
も
細
々
と
し
た
流
れ
で
は
あ
る
が
、
存
在
す
る
。
山
田
霊
林
『
忘
れ
る
技
術
い
や
な
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
を』
(
一
九
六
六
年
九
月
光
文
社)
、
渋
谷
昌
三
『
忘
れ
方
の
技
術』
(
一
九
九
〇
年
一
〇
月
ご
ま
書
房)
、
小
池
能
里
子
『
す
べ
て
を
忘
れ
て
眠
れ
る
本』
(
一
九
九
七
年
九
月
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ)
、
生
月
誠
『｢
イ
ヤ
な
こ
と
が
な
か
な
か
忘
れ
ら
れ
な
い
人｣
の
た
め
の
本
上
手
な
気
持
ち
の
切
り
替
え
方』
(
二
〇
〇
一
年
一
一
月
青
春
出
版
社)
、
岡
崎
憲
一
郎
『
忘
れ
る
技
術』
(
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
創
元
社)
、
前
野
隆
司
『
記
憶
脳
は
｢
忘
れ
る｣
ほ
ど
幸
福
に
な
れ
る
！』
(
二
〇
〇
九
年
三
月
ビ
ジ
ネ
ス
社)
、
外
山
滋
比
古
『
忘
却
の
整
理
学』
(
二
〇
〇
九
年
一
二
月
筑
摩
書
房)
、
三
浦
勇
夫
『｢
忘
れ
る
力｣
が
脳
を
救
う』
(
二
〇
一
〇
年
一
一
月
新
講
社)
、
外
山
滋
比
古
『｢
忘
れ
る｣
力』
(
二
〇
一
二
年
二
月
潮
出
版
社)
、
苫
米
地
英
人
『｢
イ
ヤ
な
気
持
ち｣
を
消
す
技
術』
(
二
〇
一
二
年
一
一
月
フ
ォ
レ
ス
ト
出
版)
、
植
西
聰
『
忘
れ
た
い
こ
と
を
忘
れ
る
練
習』
(
二
〇
一
五
年
六
月
フ
ォ
レ
ス
ト
出
版)
、
外
山
滋
比
古
『
忘
れ
る
力
思
考
へ
の
知
の
条
件』
(
二
〇
一
五
年
一
一
月
さ
く
ら
舎)
、
石
井
貴
士
『
イ
ヤ
な
こ
と
を
１
分
間
で
忘
れ
る
技
術』
(
二
〇
一
六
年
四
月
き
ず
な
出
版)
、
平
井
正
修
『
忘
れ
る
力
｢
す
っ
き
り｣
｢
は
っ
き
り｣
｢
ゆ
っ
た
り｣』
(
二
〇
一
七
年
七
月
三
笠
書
房)
、
な
ど
な
ど
。
こ
れ
ら
の
忘
却
術
を
大
別
す
る
と
、
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
す
る
も
の
と
、
思
考
術
の
一
つ
と
し
て
推
奨
す
る
も
の
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
だ
。
記
憶
術
の
出
版
と
忘
却
術
の
出
版
、
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
、
こ
の
事
態
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
そ
も
そ
も
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
、
は
じ
ま
っ
た
事
態
な
の
か
？
本
稿
で
は
井
上
円
了
の
『
失
念
術
講
義』
を
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
の
『
失
念
術
講
義』
は
現
代
に
ま
で
続
く
忘
却
術
の
原
型
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
失
念
術
講
義』
を
取
り
上
げ
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
記
憶
と
忘
却
を
め
ぐ
る
矛
盾
し
た
事
態
の
は
じ
ま
り
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
目
論
ん
で
い
る
。
特
に
忘
却
に
対
す
る
考
え
、
忘
却
観
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
以
前
に
筆
者
は
江
戸
時
代
の
忘
却
観
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
(
１)
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
忘
却
観
は
、
東
洋
医
学
的
な
身
体
観
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
現
代
の
忘
却
観
と
は
全
く
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
本
稿
は
前
稿
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
『
失
念
術
講
義』
を
通
し
て
、
明
治
時
代
の
忘
却
観
に
つ
い
て
考
え
て
123
み
た
い
。
次
稿
で
詳
し
く
論
じ
る
よ
う
に
、
円
了
の
『
失
念
術
講
義』
は
同
時
代
に
あ
っ
て
決
し
て
孤
立
し
た
試
み
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
先
行
研
究
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
井
上
円
了
の
失
念
術
は
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
か
ら
、
様
々
な
人
々
の
興
味
を
引
い
て
き
た
。
が
、
学
術
的
な
方
面
で
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
数
少
な
い
学
術
的
な
先
行
研
究
の
一
つ
と
し
て
、『
失
念
術
講
義』
自
体
の
解
説
で
は
な
い
が
、
円
了
の
『
活
用
自
在
新
記
憶
術』
(
大
正
六
(
一
九
一
七)
年
八
月
発
行
・
文
昌
堂)
に
つ
い
て
の
恩
田
彰
の
解
説
(
２)
が
あ
る
。
恩
田
は
『
失
念
術
講
義』
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
。
恩
田
は
円
了
の
失
念
術
の
目
的
が
｢
記
憶
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
を
除
く
こ
と｣
に
よ
り
記
憶
力
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
『
活
用
自
在
新
記
憶
術』
を
｢
失
念
術
を
記
憶
術
の
中
に
と
り
込
ん
で
体
系
的
に
整
理｣
し
た
も
の
と
ま
と
め
て
い
る
。『
活
用
自
在
新
記
憶
術』
の
中
で
円
了
は
｢
心
理
経
済
法｣
と
し
て
、｢
ふ
つ
う
の
記
憶
を
と
り
除
き
、
有
益
な
記
憶
を
残
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
知
識
を
運
転
活
用
す
る｣
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
恩
田
は
こ
の
主
張
に
つ
い
て
｢
今
日
で
い
う
思
考
の
創
造
的
な
働
き
を
示
し
て
い
る
と
思
う｣
と
言
う
。
こ
の
解
説
の
中
で
、
恩
田
は
｢(
※
筆
者
・
円
了
の
言
う)
失
念
は
、
注
意
を
他
に
転
じ
、
不
必
要
な
観
念
が
意
識
面
に
浮
か
ば
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の
考
え
は
心
理
療
法
の
基
礎
的
な
考
え
方
に
な
っ
て
い
て
、
井
上
の
心
理
療
法
の
考
え
方
に
展
開
し
て
い
る｣
と
し
て
、
こ
う
し
た
円
了
の
考
え
方
を
｢
心
理
療
法
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
原
理
と
な
る
も
の
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
今
日
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
卓
見
と
い
う
べ
き
も
の｣
と
評
価
し
て
い
る
。
恩
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
円
了
は
早
く
か
ら
心
理
療
法
を
提
唱
し
て
お
り
、『
失
念
術
講
義』
に
つ
い
て
も
何
度
か
言
及
し
て
い
る
。
催
眠
術
と
瞑
想
法
の
関
連
か
ら
こ
う
し
た
失
念
術
に
つ
い
て
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
、
野
村
英
登
｢
井
上
円
了
に
お
け
る
催
眠
術
と
瞑
想
法
(
３)｣
が
あ
る
。
他
に
も
学
術
論
文
で
は
な
い
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
｢
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
回
転｣
は
二
〇
一
〇
年
四
月
一
二
日
に
｢
忘
却
術
が
語
る
明
治
記
憶
術
ブ
ー
ム｣
と
し
て
、
明
治
期
に
登
場
し
た
忘
却
術
、
忘
却
に
関
す
る
評
論
・
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
(
４)
。
こ
の
ブ
ロ
グ
は
明
治
二
〇
年
代
の
失
念
術
を
調
べ
る
う
え
で
大
い
に
参
考
に
な
る
。
が
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
・
ブ
ロ
グ
は
忘
却
術
の
登
場
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
し
、
忘
却
観
を
問
題
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
、
忘
却
術
登
場
の
背
景
と
忘
却
観
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
(
な
お
、
資
料
を
引
用
す
る
に
際
し
、
通
行
の
新
漢
字
・
平
仮
名
を
用
124
い
、
私
に
句
読
点
を
補
っ
た)
。
二
、
江
戸
時
代
の
記
憶
と
忘
却
本
論
に
入
る
前
に
、
前
稿
｢
江
戸
の
記
憶
術
と
忘
却
術｣
の
内
容
を
ふ
り
か
え
っ
て
お
き
た
い
。
本
稿
は
問
題
意
識
の
上
で
前
稿
と
連
続
し
て
い
る
か
ら
だ
。
ふ
り
か
え
り
に
加
え
て
、
前
稿
で
説
明
が
不
十
分
だ
っ
た
点
に
つ
い
て
も
、
適
宜
補
足
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
江
戸
時
代
、
人
々
は
東
洋
医
学
の
影
響
か
ら
、
人
間
の
身
体
の
精
神
活
動
と
生
命
活
動
に
お
い
て
本
質
と
な
る
の
は
各
種
の
臓
器
で
は
な
く
、
臓
器
の
中
を
循
環
す
る
血
や
気
に
宿
る
心
だ
と
信
じ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
精
神
活
動
を
行
う
主
体
も
脳
で
は
な
く
、
血
や
気
を
通
し
て
全
身
を
循
環
す
る
心
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
心
身
は
ど
ち
ら
も
、
天
地
万
物
を
構
成
す
る
根
源
的
な
物
質
兼
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
気
か
ら
成
り
立
ち
、
気
は
陰
と
陽
の
性
質
に
分
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
同
じ
半
虚
半
実
の
陰
・
陽
の
気
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
天
地
と
人
間
の
心
身
は
通
じ
合
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
陰
陽
の
気
は
天
地
を
間
断
な
く
周
流
す
る
。
人
間
の
身
体
を
循
環
す
る
、
心
の
流
動
体
と
し
て
の
性
格
は
、
陰
陽
の
気
の
流
動
性
(
特
に
陽
の
気)
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た５)
。
江
戸
時
代
の
後
半
に
は
蘭
学
の
影
響
か
ら
、
西
洋
医
学
的
な
心
身
観
が
流
入
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
の
一
般
の
人
々
の
心
身
観
は
依
然
と
し
て
東
洋
医
学
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
。
東
洋
医
学
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
人
間
の
心
は
、
父
母
の
精
が
結
ば
れ
て
で
き
た｢
神｣
と
、
霊
魂
と
も
い
え
る｢
魂｣
・｢
魄｣
、
い
わ
ゆ
る
も
の
を
考
え
る
活
動
を
行
う
｢
意｣
、｢
意｣
を
対
象
に
向
か
わ
せ
る
｢
志｣
、
以
上
五
つ
の
流
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
流
動
体
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
霊
魂
的
な
性
格
の
強
い
魂
・
魄
は
身
体
の
内
と
外
を
往
来
す
る
浮
動
性
が
あ
り
、
心
全
体
の
代
表
と
も
言
え
る｢
神｣
が
魂
・
魄
に
安
定
性
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
流
体
は
、
心
臓
に
は
｢
神｣
、
肝
臓
に
は
｢
魂｣
、
肺
に
は
｢
魄｣
、
脾
臓
に
は
｢
意｣
、
腎
臓
に
は
｢
志｣
と
い
う
よ
う
に
、
五
臓
と
そ
の
血
脈
に
そ
れ
ぞ
れ
宿
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
(
６)
。
知
的
活
動
に
つ
い
て
言
え
ば
、
朱
子
学
に
お
い
て
は
、
記
憶
は
魂
・
魄
の
う
ち
魄
の
働
き
の
一
つ
で
あ
り
、
外
か
ら
の
情
報
を
心
の
内
側
に
受
容
す
る
と
い
う
意
味
で
、
最
終
的
に
魄
に
宿
る
陰
の
気
の
働
き
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
思
考
は
能
動
的
な
性
格
を
持
つ
と
い
う
意
味
で
、
魂
魄
の
魂
、
魂
に
宿
る
陽
の
気
の
働
き
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
記
憶
を
脳
の
神
経
細
胞
の
回
路
125
が
作
り
出
す
現
象
と
見
る
現
代
と
は
違
い
、
記
憶
を
形
の
な
い
心
に
備
わ
る
力
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
流
動
性
を
持
つ
心
は
血
・
気
を
通
し
て
行
為
の
場
そ
の
も
の
に
宿
る
と
考
え
ら
れ
た
。
朱
子
学
に
あ
っ
て
は
、
記
憶
に
努
め
る
際
に
は
、
心
を
読
書
の
場
に
集
中
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
朱
熹
は
記
憶
す
る
た
め
に
、
特
に
口
に
出
し
て
読
み
、
心
を
書
物
の
紙
面
に
と
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
読
書
之
法
、
読
一
遍
了
、
又
思
量
一
遍
、
思
量
一
遍
、
又
読
一
遍
。
読
誦
者
。
所
以
助
其
思
量
、
常
教
此
心
在
上
面
流
転
。
若
只
是
口
裏
読
、
心
裏
不
思
量
、
看
如
何
也
記
不
子
細
。(
読
書
の
し
か
た
は
、
読
ん
で
は
思
い
を
運
ら
せ
、
思
い
を
運
ら
せ
て
は
ま
た
読
む
こ
と
だ
。
口
に
出
し
て
読
む
の
は
、
思
い
を
運
ら
す
助
け
に
な
り
、
心
が
常
に
そ
こ
に
あ
っ
て
は
た
ら
く
よ
う
に
す
る
の
だ
。
も
し
も
単
に
口
先
で
読
む
だ
け
で
、
心
で
何
も
考
え
な
か
っ
た
ら
、
い
く
ら
目
を
通
し
て
も
子
細
に
憶
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
７)
。)
朱
子
学
に
お
い
て
は
記
憶
は
理
解
す
る
行
為
に
伴
い
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
固
定
的
な
も
の
を
〈
蓄
え
る
〉
と
い
う
よ
り
も
、
流
体
が
〈
浸
透
す
る
〉
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
よ
う
だ
。
ま
ず
読
書
す
る
場
合
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
食
べ
物
を
咀
嚼
す
る
、
咀
嚼
物
の
〈
浸
透
〉
に
た
と
え
る
例
が
多
い
。
読
書
、
須
是
窮
究
道
理
徹
底
。
如
人
之
食
、
嚼
得
爛
、
方
可
嚥
下
、
然
後
有
補
。
杞
。(
読
書
は
、
必
ず
道
理
を
徹
底
的
に
き
わ
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ち
ょ
う
ど
人
が
も
の
を
食
べ
る
の
に
、
よ
く
噛
み
く
だ
い
て
か
ら
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
、
し
か
る
の
ち
に
滋
養
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
李
杞
(
８))
こ
の
よ
う
に
読
書
を
食
物
の
摂
取
―
咀
嚼
に
た
と
え
る
例
で
は
、
理
解
の
度
合
い
が
〈
浸
透
〉
の
程
度
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
大
凡
読
書
、
須
是
熟
読
。
熟
読
了
、
自
精
熟
、
精
熟
後
、
理
自
見
得
。
如
喫
果
子
一
般
、
劈
頭
方
咬
開
、
未
見
滋
味
、
便
喫
了
。
須
是
細
嚼
教
爛
、
則
滋
味
自
出
、
方
始
識
得
這
箇
是
甜
是
苦
是
甘
是
辛
、
始
為
知
味
。
又
云
、
園
夫
灌
園
、
善
灌
之
夫
、
随
其
蔬
果
、
株
株
而
灌
之
。
少
間
灌
漑
既
足
、
則
泥
水
相
和
、
而
物
得
其
潤
、
自
然
生
長
。
不
善
灌
者
、
忙
急
而
治
之
、
担
一
担
之
水
、
澆
満
園
之
蔬
。
人
見
其
治
園
矣
、
而
物
未
嘗
沾
足
也
。(
中
略)
(｢
お
よ
そ
読
書
は
、
熟
読
を
旨
と
す
べ
き
だ
。
熟
読
す
れ
ば
お
の
ず
と
精
通
し
、
精
通
し
た
後
、
理
(
こ
と
わ
り)
は
自
然
と
現
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
果
物
を
食
べ
る
の
と
同
じ
で
、
最
初
噛
み
切
っ
て
う
ま
味
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
は
、
食
べ
た
と
い
う
だ
け
だ
。
細
か
126
に
噛
み
砕
き
十
分
に
咀
嚼
す
れ
ば
、
う
ま
味
が
お
の
ず
と
出
て
き
て
、
そ
こ
で
よ
う
や
く
甘
い
の
か
苦
い
の
か
、
う
ま
い
の
か
渋
い
の
か
が
わ
か
り
、
そ
れ
で
こ
そ
味
を
知
っ
た
と
言
え
る
の
だ
。｣
ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。｢
農
夫
が
畑
に
水
を
や
る
の
に
、
水
や
り
の
上
手
な
農
夫
は
、
作
物
に
合
わ
せ
て
、
一
株
ご
と
に
水
を
や
る
も
の
だ
。
や
が
て
水
が
十
分
に
い
き
わ
た
れ
ば
、
泥
と
水
と
が
ほ
ど
よ
く
あ
わ
さ
り
、
作
物
は
潤
い
を
得
て
自
然
と
生
長
す
る
。
下
手
な
者
は
急
い
で
済
ま
せ
て
し
ま
お
う
と
し
て
、
一
荷
の
水
で
畑
全
体
の
作
物
に
水
を
や
ろ
う
と
す
る
。
人
目
に
は
畑
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
作
物
は
ち
っ
と
も
潤
っ
て
い
な
い
の
だ
(
９)
。｣
儒
学
の
聖
典
が
宋
代
の
朱
熹
に
と
っ
て
も
解
釈
が
必
要
な
古
典
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
(
)
を
考
え
れ
ば
、
読
書
す
る
際
の
理
解
に
咀
嚼
の
比
喩
が
使
わ
れ
た
こ
と
も
納
得
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
理
解
―
咀
嚼
―
浸
透
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
伴
っ
て
記
憶
に
も
、
咀
嚼
さ
れ
た
流
動
体
が
栄
養
と
し
て
〈
浸
透
す
る
〉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
。
読
一
書
、
便
覚
後
来
難
得
工
夫
再
去
理
会
、
須
沈
潜
玩
索
、
究
極
至
処
、
可
也
。
蓋
天
下
義
理
只
有
一
箇
是
与
非
而
已
。
是
便
是
是
、
非
便
是
非
。
既
有
着
落
、
雖
不
再
読
、
自
然
道
理

洽
、
省
記
不
忘
。
譬
如
飲
食
、
従
容
咀
嚼
、
其
味
必
長
、
大
嚼
大
咽
、
終
不
知
味
也
。
謨
。((
中
略)
一
冊
の
書
を
読
む
に
も
、
そ
の
後
も
う
一
度
取
り
組
む
時
間
は
得
難
い
だ
ろ
う
か
ら
、
深
く
味
わ
い
思
い
を
巡
ら
し
、
徹
底
的
に
究
め
て
こ
そ
よ
い
。
天
下
の
義
理
に
は
た
だ
一
つ
の
是
と
非
が
あ
る
だ
け
だ
。
是
は
是
、
非
は
非
な
の
だ
。
落
ち
つ
く
と
こ
ろ
が
見
つ
か
れ
ば
、
さ
ら
に
読
ま
ず
と
も
、
お
の
ず
か
ら
道
理
が
し
み
わ
た
り
、
し
っ
か
り
憶
え
て
忘
れ
ら
れ
な
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
飲
み
食
い
す
る
時
に
、
ゆ
っ
く
り
と
咀
嚼
す
れ
ば
、
き
っ
と
味
わ
い
は
深
く
な
る
が
、
が
つ
が
つ
す
れ
ば
、
決
し
て
味
な
ど
分
か
ら
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
周
謨
(
)
。)
こ
の
よ
う
な
〈
浸
透
〉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
記
憶
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
読
書
の
結
果
、
学
習
の
成
果
と
自
己
の
心
が
分
か
ち
が
た
く
一
体
化
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
大
抵
観
書
先
須
熟
読
、
使
其
言
皆
若
出
於
吾
之
口
、
継
以
精
思
、
使
其
意
皆
若
出
於
吾
之
心
、
然
後
可
以
有
得
爾
。(
中
略)
(
そ
も
そ
も
書
物
を
読
む
に
は
、
ま
ず
熟
読
し
て
、
そ
の
こ
と
ば
が
自
分
の
口
に
出
た
よ
う
に
な
る
ま
で
に
し
、
そ
れ
か
ら
じ
っ
く
り
考
え
て
、
そ
の
意
が
す
べ
て
自
分
の
心
か
ら
出
た
よ
う
に
す
る
の
だ
。
こ
う
し
て
こ
そ
も
の
に
で
き
る
(
)
。)
後
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
倉
庫
に
固
体
を
〈
蓄
え
る
〉
と
い
う
比
喩
127
で
記
憶
が
語
ら
れ
る
場
合
、
読
書
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
外
か
ら
の
情
報
は
、
読
書
す
る
主
体
―
自
己
と
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
が
、
〈
浸
透
〉
と
い
う
比
喩
で
捉
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
は
、
外
か
ら
の
情
報
と
自
己
は
一
体
化
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
を
分
け
よ
う
と
い
う
発
想
と
は
な
じ
ま
な
い
。
心
を
集
中
し
て
記
憶
の
〈
浸
透
〉
に
努
め
る
こ
と
。
が
、
心
を
書
物
の
紙
面
に
長
時
間
集
中
し
続
け
る
こ
と
は
、
よ
り
よ
く
理
解
す
る
と
い
う
点
で
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
朱
子
学
で
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
読
書
と
と
も
に
静
坐
が
勧
め
ら
れ
る
。
読
書
閑
暇
、
且
静
坐
、
教
他
心
平
気
定
、
見
得
道
理
漸
次
分
暁
。
季
札
録
云
、
庶
幾
心
平
気
和
、
可
以
思
索
義
理
。

箇
却
是
一
身
総
会
処
。
且
如
看
大
学
｢
在
明
明
徳｣
一
句
、
須
常
常
提
醒
在

裏
。
他
日
長
進
、
亦
只
在

裏
。
人
只
是
一
箇
心
作
本
、
須
存
得
在

裏
、
識
得
他
条
理
脈
絡
、
自
有
貫
通
処
。
賜
。
季
札
録
云
、
問
、
伊
川
見
人
静
座
、
如
何
便
嘆
其
善
学
。
曰
、

却
是
一
箇
総
要
処
。
又
云
、
大
学
｢
在
明
明
徳｣
一
句
、
当
常
常
提
撕
。
能
如
此
、
便
有
進
歩
処
。
蓋
其
原
自
此
発
見
。
人
只
一
心
為
本
。
存
得
此
心
、
於
事
物
方
知
有
脈
絡
貫
通
処
。(
読
書
の
合
間
に
は
、
し
ば
し
静
坐
し
て
、
心
を
静
め
気
を
安
定
さ
せ
れ
ば
、
道
理
が
だ
ん
だ
ん
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
李
季
札
の
記
録
に
云
う
、
｢
心
が
静
ま
り
気
が
安
定
す
れ
ば
、
義
理
を
思
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。｣
こ
れ
こ
そ
、
最
も
肝
心
な
と
こ
ろ
だ
。
た
と
え
ば
、『
大
学』
の
｢
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り｣
の
句
を
読
ん
で
、
絶
え
ず
そ
れ
を
心
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
将
来
大
き
く
進
歩
す
る
に
も
、
も
っ
ぱ
ら
こ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
。
人
は
ひ
た
す
ら
一
つ
の
心
を
本
に
し
て
、
そ
れ
を
そ
こ
に
保
て
ば
、
筋
道
に
お
の
ず
と
貫
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
が
分
か
る
。
林
賜
。
李
季
札
の
記
録
に
云
う
、｢
伊
川
先
生
は
、
人
が
静
坐
し
て
い
る
の
を
見
て
、
な
ぜ
そ
の
人
の
学
問
が
優
れ
て
い
る
と
感
嘆
し
た
の
で
す
か｣
と
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
先
生
が
言
わ
れ
る
に
は
、｢
こ
れ
こ
そ
最
も
肝
心
な
と
こ
ろ
だ
。｣
ま
た
言
わ
れ
た
、
大
学
の
｢
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り｣
の
一
句
は
、
常
に
心
し
て
お
く
べ
き
だ
。
そ
う
で
き
れ
ば
進
歩
す
る
。
本
原
は
そ
こ
か
ら
現
わ
れ
る
の
だ
。
人
は
、
た
だ
一
つ
の
心
を
本
と
す
る
の
だ
。
そ
の
心
を
保
っ
て
こ
そ
、
物
事
に
お
い
て
筋
道
の
貫
通
す
る
所
が
分
か
る
(
)
。)
静
坐
す
る
身
体
の
形
を
見
て
、
学
問
の
達
成
度
を
は
か
る
と
い
う
考
え
は
、
現
代
の
我
々
か
ら
す
れ
ば
理
解
に
苦
し
む
考
え
だ
。
が
、
東
洋
医
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学
で
は
心
と
身
体
は
相
関
性
を
持
ち
、
身
体
を
通
し
て
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
る
。
静
坐
の
効
用
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
陰
陽
の
気
は
、
そ
の
は
じ
ま
り
は
陰
陽
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
太
極
か
ら
分
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
互
い
に
往
還
し
て
い
る
(
)
。
朱
子
学
に
お
い
て
、
呼
吸
は
呼
(
散)
で
陽
、
吸
(
凝)
で
陰
、
天
地
を
周
流
す
る
陰
陽
の
気
の
往
還
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
静
坐
(
お
そ
ら
く
は
結
跏
趺
坐)
は
丹
田
か
ら
発
す
る
内
気
と
外
気
を
呼
吸
に
よ
り
往
還
さ
せ
る
こ
と
で
、
心
気
の
働
き
を
静
め
て
調
え
る
具
体
的
な
実
践
だ
っ
た
(
)
。
読
書
の
際
に
紙
面
に
一
点
集
中
し
て
い
た
心
は
、
静
坐
を
通
し
て
安
定
と
冷
静
さ
を
取
り
戻
す
。
そ
し
て
心
は
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
考
え
に
あ
っ
て
は
、
学
問
に
取
り
組
む
心
の
力
量
が
、
静
坐
す
る
身
体
の
形
で
推
し
量
れ
る
と
い
う
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
心
を
長
時
間
の
集
中
か
ら
解
き
放
つ
必
要
が
あ
る
の
は
記
憶
や
理
解
力
を
増
す
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
心
の
健
康
に
と
っ
て
も
、
心
を
読
書
か
ら
解
き
放
ち
弛
緩
さ
せ
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。
不
可
終
日
思
量
文
字
、
恐
成
硬
将
心
去
馳
逐
了
。
亦
須
空
閑
少
頃
、
養
精
神
、
又
来
看
。
淳
(
一
日
中
、
文
章
の
意
味
を
あ
れ
こ
れ
考
え
る
の
は
よ
く
な
い
、
心
を
無
理
や
り
追
い
立
て
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
し
ば
ら
く
は
何
も
し
な
い
で
、
活
力
を
養
い
、
そ
れ
か
ら
読
み
出
す
べ
き
で
あ
る
。
陳
淳
(
))
心
の
健
康
の
た
め
、
心
の
集
中
と
弛
緩
を
重
視
す
る
考
え
は
、
東
洋
医
学
の
古
典
『
素
問』
｢
挙
痛
論｣
の
｢
怒
則
気
上
喜
則
気
緩
(
中
略)
労
則
気
耗
思
則
気
結
(
怒
る
と
気
が
上
に
の
ぼ
り
、
喜
ぶ
と
気
が
だ
ら
り
と
緩
み
(
中
略)
労
す
る
と
、
気
が
消
耗
し
、
思
う
と
気
が
結
ぼ
れ
る
(
))｣
と
い
う
言
説
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
医
書
の
古
典
を
も
と
に
中
国
・
日
本
で
は
長
時
間
の
心
の
集
中
、
心
の
結
ぼ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
養
生
を
勧
め
る
養
生
本
が
登
場
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
稿
で
後
述
す
る
。
こ
こ
で
は
心
の
集
中
と
弛
緩
の
反
復
を
重
視
す
る
言
説
が
古
く
か
ら
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
東
洋
医
学
的
な
考
え
に
あ
っ
て
、
忘
却
は
心
の
流
動
性
が
招
く
現
象
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
心
の
流
動
性
は
、
心
が
身
体
の
一
箇
所
に
偏
っ
て
存
在
し
て
い
る
場
合
、
心
を
内
在
さ
せ
て
い
る
気
が
身
体
内
に
お
い
て
偏
っ
た
あ
り
方
を
し
て
お
り
、
他
の
箇
所
へ
の
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
頭
を
木
に
ぶ
つ
け
て
も
気
が
つ
か
な
い
、
声
を
出
し
て
呼
ん
で
も
気
づ
か
な
い
と
い
う
現
象
を
生
み
出
す
。
執
着
す
る
対
象
が
多
く
、
気
が
あ
ち
こ
ち
に
偏
っ
て
存
在
す
る
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よ
う
に
な
る
と
、
心
が
元
に
戻
れ
な
く
な
る
事
態
を
招
く
。
心
は
安
静
に
し
て
い
れ
ば
日
ご
と
に
充
実
し
て
壮
ん
に
な
る
が
、
騒
が
し
く
活
動
さ
せ
る
ば
か
り
だ
と
、
対
象
に
向
か
っ
て
身
体
内
の
気
が
流
出
し
て
し
ま
い
、
日
々
消
耗
し
て
衰
え
て
し
ま
う
。
健
忘
症
も
こ
う
し
た
心
の
消
耗
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
東
洋
医
学
に
あ
っ
て
健
忘
症
と
は
、
感
情
の
変
化
・
過
度
の
思
慮
が
五
臓
を
中
心
と
し
た
血
気
の
循
環
を
狂
わ
せ
、
血
気
に
内
在
す
る
心
の
｢
志｣
(｢
意｣
を
対
象
に
向
か
わ
せ
る)
が
制
御
機
能
を
失
い
、
五
臓
に
回
帰
す
る
正
常
な
あ
り
方
か
ら
心
が
外
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
お
こ
る
精
神
疾
患
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
健
忘
症
は
、｢
帰
脾
湯｣
等
の
内
服
薬
を
用
い
て
補
血
し
て
血
気
の
循
環
を
修
正
し
、
五
臓
に
回
帰
す
る
心
の
正
常
な
あ
り
方
を
取
り
戻
し
て
、
心
を
休
め
る
こ
と
に
よ
り
治
療
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
健
忘
症
に
お
け
る
忘
却
は
、
心
の
流
動
の
仕
方
が
正
常
な
あ
り
方
を
外
れ
、
心
の
記
憶
す
る
力
が
衰
え
た
結
果
、
起
き
る
現
象
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
治
療
薬
は
健
忘
症
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
中
国
で
は
科
挙
制
度
を
突
破
す
る
た
め
の
記
憶
力
の
増
進
に
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
薬
の
用
い
ら
れ
た
方
か
ら
は
病
気
の
治
療
と
い
う
目
的
を
超
え
て
、
一
般
的
に
、
記
憶
と
は
心
に
備
わ
る
先
天
的
な
力
の
一
つ
で
あ
り
、
忘
却
に
対
抗
し
記
憶
を
保
つ
た
め
に
は
、
心
を
｢
志｣
に
よ
っ
て
制
御
し
心
の
力
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
忘
却
の
理
解
は
朱
子
学
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
朱
熹
は
、
現
在
の
医
学
的
知
か
ら
は
信
じ
が
た
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
弟
子
た
ち
に
向
か
っ
て
語
っ
て
い
る
。
昔
陳
烈
先
生
苦
無
記
性
。
一
日
、
読
孟
子
｢
学
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣｣
、
忽
悟
曰
、
我
心
不
曽
収
得
、
如
何
記
得
書
。
遂
閉
門
静
坐
、
不
読
書
百
余
日
、
以
収
放
心
、
却
去
読
書
、
遂
一
覧
無
遺
。｣
(
昔
、
陳
烈
先
生
は
記
憶
力
の
な
い
の
に
悩
ん
で
お
ら
れ
た
。
あ
る
日
、『
孟
子』
の
｢
学
問
の
道
は
他
で
も
な
い
。
そ
の
散
漫
に
な
っ
た
心
を
取
り
戻
す
だ
け
だ｣
と
い
う
の
を
読
み
、
忽
然
と
し
て
悟
っ
て
言
わ
れ
る
に
は
、｢
私
の
心
は
整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
、
ど
う
し
て
書
物
が
憶
え
ら
れ
よ
う｣
。
そ
こ
で
門
を
閉
ざ
し
静
坐
し
て
、
読
書
せ
ぬ
こ
と
百
日
余
り
、
つ
い
に
散
漫
に
な
っ
た
心
を
整
え
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
読
書
し
た
と
こ
ろ
、
一
度
目
を
通
し
た
だ
け
で
、
残
ら
ず
記
憶
で
き
た
(
)
。)
陳
烈
は
書
物
を
読
ん
で
も
覚
え
ら
れ
な
い
、
つ
ま
り
忘
却
に
悩
ん
で
い
た
。
そ
の
原
因
は
心
が
散
漫
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
陳
烈
(
そ
し
て
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
朱
熹
に
と
っ
て)
忘
却
は
心
が
あ
ち
ら
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こ
ち
ら
へ
散
漫
に
揺
れ
動
く
こ
と
に
よ
り
、
十
分
に
心
が
集
中
で
き
な
い
た
め
に
起
き
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
読
書
の
際
に
警
戒
す
べ
き
忘
却
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
看
文
字
、
須
大
段
着
精
彩
看
。
聳
起
精
神
、
樹
起
筋
骨
、
不
要
困
。
如
有
刀
剣
在
後
一
般
。
就
一
段
中
、
須
要
透
。
撃
其
首
則
尾
応
、
撃
其
尾
則
首
応
、
方
始
是
。
不
可
按
冊
子
便
在
、
掩
了
冊
子
便
忘
却
、
看
注
時
便
忘
了
正
文
、
看
正
文
又
忘
了
注
。
須

一
段
透
了
、
方
看
後
板
。
淳
。(
文
章
を
読
む
に
は
、
大
い
に
張
り
つ
め
た
気
分
で
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
気
持
を
奮
い
立
た
せ
、
背
筋
を
し
ゃ
き
っ
と
さ
せ
、
だ
ら
け
て
は
い
け
な
い
。
ま
る
で
刀
が
背
後
に
あ
る
か
の
よ
う
に
す
る
の
だ
。
一
段
ご
と
に
、
徹
底
し
て
理
解
す
る
こ
と
。
頭
を
打
て
ば
尾
が
反
応
し
、
尾
を
打
て
ば
頭
が
反
応
す
る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
こ
そ
よ
い
。
書
物
を
手
に
し
て
い
る
時
に
は
覚
え
て
い
て
も
、
書
物
を
閉
じ
れ
ば
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
注
を
読
む
時
に
は
本
文
を
忘
れ
、
本
文
を
読
む
時
に
は
注
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
。
一
つ
の
段
を
す
っ
か
り
理
解
し
て
か
ら
、
次
の
葉
を
読
む
よ
う
に
す
べ
き
だ
。
陳
淳
(
)
。)
記
憶
が
〈
浸
透
〉
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
、
忘
却
と
は
集
中
が
う
ま
く
い
か
ず
、
心
に
備
わ
る
陰
の
気
が
う
ま
く
働
か
な
い
た
め
に
起
き
た
、
記
憶
の
〈
浸
透
〉
の
不
十
分
な
あ
り
様
、
記
憶
の
消
失
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
朱
子
学
者
・
江
村
北
海
は
加
齢
に
よ
る
記
憶
力
の
衰
え
を
次
の
よ
う
に
言
う
。
芸
業
ニ
志
ス
人
ハ
六
経
ハ
イ
フ
ニ
及
バ
ズ
、
其
余
ノ
書
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
常
ニ
引
拠
ニ
モ
備
フ
ベ
キ
書
ハ
、
其
中
ノ
要
言
妙
語
、
行
文
ノ
規
則
、
助
字
ノ
格
例
ナ
ド
ハ
大
抵
ソ
ラ
ニ
テ
記
憶
セ
ザ
レ
バ
ナ
リ
ガ
タ
シ
。
然
ル
ニ
人
ノ
記
憶
ト
云
モ
ノ
、
年
々
ニ
ウ
ス
ク
ナ
ル
コ
ト
、
人
ニ
モ
ヨ
ル
ベ
キ
カ
、
余
ハ
少
壮
ノ
コ
ロ
ハ
人
ナ
ミ
ヨ
リ
、
少
シ
記
憶
モ
ツ
ヨ
カ
リ
シ
ガ
、
中
年
サ
マ
サ
マ
ノ
世
故
ア
リ
テ
労
心
セ
シ
故
ニ
ヤ
、
四
十
ヲ
過
テ
ヨ
リ
年
々
ニ
記
憶
ウ
ス
ク
ナ
リ
、
五
十
ヲ
過
テ
ハ
全
ク
記
憶
セ
ズ
、
諺
ニ
イ
フ
今
ノ
事
ヲ
今
忘
ル
ヽ
ト
云
ニ
ナ
リ
テ
、
芸
業
ニ
間
違
多
ク
出
来
テ
、
不
都
合
ナ
ル
事
イ
ワ
ン
方
ナ
シ
(
)
。
あ
れ
こ
れ
と
世
事
に
心
労
し
た
こ
と
に
よ
り
書
物
に
つ
い
て
の
記
憶
が
衰
え
た
と
い
う
嘆
き
に
、
心
の
流
動
性
に
よ
っ
て
心
力
が
衰
え
忘
却
を
生
ん
だ
と
い
う
言
説
を
確
認
で
き
よ
う
。
読
ん
だ
書
物
の
記
憶
の
衰
え
を
〈
薄
く
な
る
〉
と
捉
え
る
と
こ
ろ
に
、
記
憶
と
忘
却
を
〈
浸
透
〉
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
る
考
え
が
う
か
が
え
る
。
忘
却
は
、
心
が
流
動
的
で
あ
る
ゆ
え
に
起
こ
り
う
る
、
記
憶
力
の
低
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下
が
生
む
記
憶
の
消
失
だ
っ
た
。
が
、
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
記
憶
と
忘
却
の
関
係
で
あ
る
。
後
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
現
代
に
お
い
て
も
忘
却
は
記
憶
の
消
失
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
代
で
は
忘
却
の
理
由
は
も
っ
ぱ
ら
記
憶
の
特
性
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
記
憶
の
特
性
が
う
ま
く
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
お
き
た
記
憶
の
消
失
、
そ
れ
が
忘
却
だ
。
が
、
東
洋
医
学
の
知
的
枠
組
み
に
あ
っ
て
は
、
忘
却
の
理
由
は
記
憶
の
特
性
か
ら
で
は
な
く
、
心
の
流
動
性
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
消
失
を
理
由
づ
け
る
の
は
心
の
動
き
、
忘
却
は
流
れ
動
く
心
の
影
と
し
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
東
洋
医
学
的
な
考
え
に
あ
っ
て
は
、
忘
却
が
積
極
的
に
肯
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
儒
教
と
か
か
わ
り
の
深
い
道
教
で
は
、
坐
忘
法
と
い
う
瞑
想
法
が
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
方
法
と
し
て
は
、
安
坐
し
て
心
を
収
め
、
物
に
執
着
せ
ず
不
動
を
得
る
。
そ
し
て
、
心
を
仁
義
や
礼
楽
と
い
っ
た
儒
教
的
・
世
俗
的
価
値
か
ら
解
放
し
、
ひ
い
て
は
肉
体
の
束
縛
、
知
性
の
働
き
か
ら
も
自
由
に
な
り
、
大
道
に
同
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
る
(
)
。
言
わ
ば
、
宗
教
上
の
｢
忘
却
術｣
で
あ
っ
た
。
坐
忘
法
は
『
荘
子』
の
｢
大
宗
師
篇｣
で
も
言
及
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
道
教
の
坐
忘
法
に
対
し
て
儒
者
は
、
坐
忘
に
は
忘
れ
よ
う
と
す
る
思
念
＝
意
識
の
働
き
が
な
け
れ
ば
達
成
さ
れ
得
な
い
か
ら
、
修
行
者
は
絶
え
ず
思
念
に
つ
き
ま
と
わ
れ
、｢
忘｣
＝
大
道
に
は
至
れ
な
い
、
つ
ま
り
、
修
行
法
と
し
て
の
坐
忘
は
構
造
的
に
自
己
撞
着
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
た
(
)
。
程
伊
川
は
『
二
程
全
書
卷
之
二』
に
お
い
て
｢
司
馬
子
微
嘗
作
坐
忘
論
。
是
所
謂
坐
馳
也
。(
司
馬
子
微
嘗
て
坐
忘
論
を
作
る
。
是
れ
所
謂
坐
馳
な
り
(
)
。)｣
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
坐
忘
批
判
も
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
程
伊
川
の
言
説
は
、『
二
程
全
書』
(
あ
る
い
は
『
程
氏
遺
書』)
が
儒
教
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
た
め
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(
)
。
坐
忘
法
と
い
う
｢
忘
却
術｣
は
、
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
流
布
を
通
じ
て
広
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
先
走
っ
て
言
え
ば
、『
荘
子』
や
『
二
程
全
書』
は
円
了
の
蔵
書
中
に
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
(
)
、
円
了
が
失
念
術
を
構
想
す
る
際
に
こ
れ
ら
の
書
籍
が
ア
イ
デ
ア
の
源
の
一
つ
と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
坐
忘
法
で
説
か
れ
る
忘
却
と
、
読
書
の
場
で
忌
避
さ
れ
る
忘
却
は
、
意
図
的
な
消
失
か
、
意
図
せ
ざ
る
消
失
か
と
い
う
違
い
が
あ
り
、
一
概
に
同
じ
も
の
と
し
て
論
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
前
者
は
程
伊
川
の
批
判
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
達
成
が
極
め
て
難
し
い
も
の
で
あ
り
、
日
常
的
に
発
生
す
る
後
者
と
同
じ
よ
う
に
考
え
る
わ
け
に
も
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い
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。
が
、
ど
ち
ら
の
忘
却
も
同
じ
心
の
流
動
性
に
依
拠
し
て
い
る
点
で
は
共
通
す
る
。
心
の
流
動
性
が
音
読
や
静
坐
な
ど
の
身
体
的
実
践
を
通
じ
て
制
御
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
忘
却
も
あ
る
程
度
、
制
御
可
能
な
対
象
と
見
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
血
気
に
内
在
し
身
体
内
を
め
ぐ
る
心
、
つ
ま
り
知
的
活
動
を
行
う
主
体
の
所
在
が
身
体
内
の
一
箇
所
に
定
ま
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
逆
か
ら
見
れ
ば
、
知
的
活
動
も
身
体
感
覚
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
知
的
活
動
の
諸
段
階
は
、
身
体
(
の
反
応)
を
介
し
て
把
握
さ
れ
る
。
朱
熹
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
読
書
看
義
理
、
須
是
胸
次
放
開
、
磊
落
明
快
、
恁
地
去
。
第
一
不
可
先
責
効
。
纔
責
効
、
便
有
憂
愁
底
意
。
只
管
如
此
、
胸
中
便
結
聚
一
餅
子
不
散
。
今
且
放
置
閑
事
、
不
要
閑
思
量
。
只
専
心
去
玩
味
義
理
、
便
会
心
精
。
心
精
、
便
会
熟
。
淳
。(
読
書
し
て
義
理
を
さ
と
る
に
は
、
胸
を
広
げ
て
大
ら
か
に
明
快
に
、
読
み
進
む
べ
き
で
あ
る
。
決
し
て
ま
ず
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
求
め
な
い
こ
と
。
効
果
を
ね
ら
う
の
で
は
苛
々
鬱
々
す
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
心
に
し
こ
り
が
で
き
て
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
今
は
し
ば
ら
く
余
計
な
こ
と
は
放
っ
て
お
い
て
、
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
は
考
え
な
い
こ
と
だ
。
た
だ
一
心
に
義
理
を
味
わ
う
よ
う
に
す
れ
ば
、
心
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
く
る
。
心
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
れ
ば
、
習
熟
で
き
る
。
陳
淳
(
)
。)
身
体
感
覚
と
知
的
活
動
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
、
膨
大
な
漢
籍
の
輸
入
を
通
し
て
、
日
本
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。
斎
藤
孝
は
｢
日
本
語
の
心
や
精
神
に
関
す
る
表
現
は
、
実
際
の
か
ら
だ
の
動
き
の
比
喩
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
う
し
た
動
作
に
と
も
な
う
身
体
感
覚
を
手
が
か
り
と
し
て
自
分
や
他
者
の
心
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の
が
、
非
常
に
有
効
な
、
し
か
も
メ
ジ
ャ
ー
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
(
)｣
と
指
摘
す
る
。
斎
藤
は
｢
腑
に
落
ち
る｣
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
｢
腑
に
落
ち
る｣
と
い
う
表
現
は
含
蓄
が
深
い
。｢
頭
で
わ
か
っ
た｣
と
｢
腑
に
落
ち
た｣
と
で
は
経
験
の
質
が
異
な
る
。
腑
に
落
ち
る
こ
と
が
起
こ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
前
に
す
っ
き
り
し
な
い
も
や
も
や
を
抱
え
る
必
要
が
あ
る
。
も
や
も
や
と
割
り
切
れ
な
い
状
態
を
一
定
の
緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら
持
続
す
る
状
態
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、｢
腑
に
落
ち
る｣
が
起
こ
る
。
物
事
が
腑
に
落
ち
る
と
き
息
は
大
き
く
吐
か
れ
、
か
ら
だ
全
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。
こ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
か
ら
だ
の
状
態
が
、
そ
の
物
事
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
い
っ
そ
う
助
け
る
。
物
事
の
理
解
に
か
ら
だ
全
体
の
変
化
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が
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
腑
に
落
ち
た
状
態
と
は
、
喉
元
や
胸
の
浅
い
と
こ
ろ
で
の
息
が
お
腹
が
大
き
く
波
打
つ
深
い
息
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
(
)
。
｢
腑
に
落
ち
る｣
と
い
う
心
の
知
的
活
動
は
、
身
体
の
各
部
位
(
特
に
胸
腹
部)
に
様
々
な
反
応
を
引
き
起
こ
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
心
が
器
官
の
垣
根
を
越
え
て
、
身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。
斎
藤
孝
は
こ
う
し
た
見
解
を
も
と
に
日
本
文
化
の
根
幹
に
腰
・
ハ
ラ
の
文
化
を
見
る
。
斎
藤
の
見
解
を
本
稿
の
関
心
に
ひ
き
つ
け
れ
ば
、
腰
・
ハ
ラ
を
重
視
す
る
文
化
は
心
の
流
動
性
を
重
視
す
る
東
洋
医
学
的
知
に
そ
の
基
盤
の
一
つ
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
知
的
活
動
を
身
体
感
覚
を
通
し
て
把
握
す
る
こ
の
よ
う
な
考
え
は
漢
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
書
物
の
享
受
を
通
し
て
、
学
習
者
た
ち
に
自
ら
の
知
的
活
動
に
身
体
感
覚
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
と
る
よ
う
に
導
い
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
身
体
の
各
部
位
の
反
応
を
通
し
て
知
的
な
働
き
を
把
握
す
る
営
為
は
、
心
が
形
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
習
者
に
実
感
さ
せ
、
心
の
知
的
な
働
き
に
流
動
体
と
し
て
の
〈
動
き
〉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
付
与
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
記
憶
と
忘
却
を
〈
浸
透
〉
の
比
喩
で
捉
え
よ
う
と
す
る
言
説
も
読
書
を
通
し
て
、
学
習
者
た
ち
の
記
憶
と
忘
却
の
い
と
な
み
に
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
強
い
〈
実
感
〉
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
長
く
な
っ
た
が
、
前
稿
の
内
容
を
補
足
し
な
が
ら
ふ
り
か
え
っ
た
。
こ
こ
で
本
稿
の
流
れ
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
円
了
の
『
失
念
術
講
義』
を
通
し
て
、
忘
却
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
幼
少
・
青
年
期
に
お
け
る
円
了
と
漢
学
の
か
か
わ
り
、
続
い
て
青
年
期
以
降
の
欧
米
の
心
理
学
・
哲
学
と
の
か
か
わ
り
を
素
描
し
て
お
き
た
い
。
漢
学
受
容
の
中
で
培
わ
れ
た
忘
却
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
後
の
欧
米
の
心
理
学
中
の
忘
却
イ
メ
ー
ジ
に
ど
の
よ
う
に
接
合
・
変
換
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
円
了
の
活
動
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
以
上
が
(
一)
の
内
容
と
な
る
。
続
く
(
二)
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
の
記
憶
術
の
流
行
と
円
了
の
『
記
憶
術
講
義』
を
見
る
。
欧
米
か
ら
移
入
さ
れ
た
記
憶
と
忘
却
の
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
素
描
を
行
っ
た
上
で
、
最
終
的
に
『
失
念
術
講
義』
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
三
、
円
了
と
漢
学
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
井
上
円
了
の
漢
学
受
容
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
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し
よ
う
。
円
了
は
安
政
五
(
一
八
五
八)
年
に
、
長
岡
藩
西
組
浦
村
に
生
ま
れ
た
。
生
家
の
慈
光
寺
は
東
本
願
寺
(
真
宗
大
谷
派)
の
末
寺
で
、
父
・
円
悟
、
母
・
イ
ク
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
幼
年
時
代
は
こ
の
真
宗
の
寺
院
で
次
期
住
職
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
受
け
た
。
朝
夕
の
正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
六
種
を
唱
え
る
｢
勤
行｣
、
年
中
の
法
要
儀
式
で
は
無
量
寿
経
・
観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
の
｢
三
部
経｣
を
読
誦
す
る
。
読
誦
に
よ
り
経
典
を
覚
え
、
法
話
に
よ
り
教
え
を
知
り
、
儀
式
を
見
る
こ
と
に
よ
り
作
法
を
身
に
つ
け
た
。
晩
年
に
い
た
る
ま
で
円
了
は
こ
う
し
た
真
宗
の
信
仰
を
維
持
し
た
(
)
。
円
了
は
慶
応
四
(
一
八
六
八)
年
＝
明
治
元
年
か
ら
二
(
一
八
六
九)
年
ま
で
石
黒
忠
悳
の
塾
で
漢
学
を
学
ん
で
い
る
。
石
黒
忠
悳
は
後
の
陸
軍
軍
医
総
監
。
佐
久
間
象
山
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
二
〇
歳
で
武
士
を
捨
て
て
医
師
に
な
る
決
心
を
し
医
学
と
洋
学
(
蘭
学)
を
習
得
し
、
江
戸
医
学
所
に
学
ん
だ
後
、
維
新
の
変
を
避
け
る
た
め
に
故
郷
に
帰
り
、
私
塾
を
開
い
て
い
た
。
円
了
は
こ
の
忠
悳
か
ら
非
常
に
深
い
影
響
を
受
け
、
漢
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
る
(
)
。
円
了
は
上
級
の
組
に
入
り
、
四
書
の
素
読
の
他
、｢
孝
経｣
｢
学
記｣
｢
周
易｣
｢
毛
詩｣
｢
尚
書｣
｢
礼
記｣
｢
文
選｣
な
ど
を
忠
悳
か
ら
学
ん
だ
(
)
。
忠
悳
は
、
塾
生
た
ち
に
｢
殊
更
勤
皇
思
想
を
注
ぎ
込｣
み
｢
国
史
略｣
や
｢
明
倫
和
歌
集｣
な
ど
も
教
え
て
い
た
(
)
。
勤
皇
思
想
を
教
え
る
一
方
で
、
忠
悳
は
洋
風
好
み
で
も
あ
り
、
塾
で
は
机
と
椅
子
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
(
)
。
が
、
忠
悳
の
上
京
に
よ
っ
て
、
塾
は
わ
ず
か
一
年
で
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
円
了
は
明
治
二
年
か
ら
明
治
五
(
一
八
七
二)
年
ま
で
、
長
岡
藩
の
藩
校
｢
崇
徳
館｣
の
都
講
で
あ
っ
た
朱
子
学
派
の
木
邨
鈍
叟
に
就
い
て
、｢
三
体
詩｣
｢
唐
詩
選｣
｢
古
文
真
宝｣
｢
小
学｣
｢
日
本
外
史｣
な
ど
、｢
崇
徳
館｣
の
学
業
に
準
じ
て
漢
籍
の
学
習
を
進
め
、
最
終
的
に
は
｢
崇
徳
館｣
の
上
級
課
程
に
相
当
す
る
学
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
(
)
。
明
治
五
年
に
は
自
筆
の
漢
詩
稿
本
｢
襲
常
詩
稿｣
も
作
成
し
て
い
る
(
)
。
明
治
六
(
一
八
七
三)
年
に
は
高
山
楽
群
社
(
授
業
者
栗
原
氏
・
所
在
地
等
不
明)
に
、
翌
七
(
一
八
七
四)
年
に
は
新
潟
学
校
第
一
分
校
に
進
み
、
英
学
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。
並
行
し
て
漢
学
の
学
習
と
漢
詩
の
制
作
を
続
け
て
い
る
(
)
。
円
了
は
、
こ
う
し
た
漢
詩
の
制
作
を
余
技
と
し
な
が
ら
も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
作
り
続
け
た
(
	)
。
長
谷
川
潤
治
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、｢
襲
常
詩
稿｣
に
は
｢
詩
経｣
や
唐
詩
・
宋
詩
な
ど
、
典
故
に
よ
っ
た
も
の
が
多
い
と
言
う
(

)
。
石
黒
忠
悳
・
木
邨
鈍
叟
に
指
導
さ
れ
た
漢
学
の
素
養
の
定
着
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
他
に
も
、
明
治
一
〇
(
一
八
七
七)
年
か
ら
一
六
(
一
八
八
三)
年
に
か
け
て
作
ら
れ
た
漢
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詩
稿
本
｢
屈
蠖
詩
集｣
中
の
漢
詩
を
見
て
み
る
と
、
詩
句
中
に
は
、
｢
知
我
満
胸
愁
思
不
(
我
が
胸
に
満
つ
愁
思
を
知
る
や
不
や
と)｣
や
｢
喜
吾
洗
去
胸
間
欲
(
喜
び
て
吾
が
胸
間
の
欲
を
洗
い
去
り)｣
、｢
胸
間
独
払
迷
霧
去
(
胸
間
独
り
迷
霧
を
払
い
去
り
(
))｣
な
ど
、
精
神
的
活
動
と
五
臓
を
結
び
つ
け
た
表
現
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
円
了
に
と
っ
て
流
動
す
る
心
の
あ
り
方
は
漢
籍
を
通
じ
て
な
じ
み
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
漢
学
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
読
書
を
通
し
て
流
動
的
な
心
の
制
御
が
求
め
ら
れ
る
。
円
了
も
多
感
な
青
少
年
期
に
徹
底
し
て
学
ん
だ
漢
学
を
通
し
て
、
流
動
的
な
心
の
身
体
感
に
な
じ
ん
で
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
円
了
は
明
治
一
〇
(
一
八
七
七)
年
に
は
京
都
の
東
本
願
寺
の
教
師
教
校
英
学
科
に
入
学
、
そ
の
後
明
治
一
四
(
一
八
八
一)
年
に
は
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
す
る
。
後
の
明
治
二
〇
(
一
八
八
七)
年
一
二
月
に
出
版
さ
れ
た
『
仏
教
活
論
序
論』
(
発
行
・
井
上
円
成)
に
お
い
て
、
円
了
は
自
ら
の
学
び
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
余
は
も
と
仏
家
に
生
ま
れ
、
仏
門
に
長
ぜ
し
を
も
っ
て
、
維
新
以
前
は
全
く
仏
教
の
教
育
を
受
け
た
り
と
い
え
ど
も
、
余
が
心
ひ
そ
か
に
仏
教
の
真
理
に
あ
ら
ざ
る
を
知
り
(
中
略)
た
ち
ま
ち
僧
衣
を
脱
し
て
学
を
世
間
に
求
む
。
初
め
に
儒
学
を
修
め
て
そ
の
真
理
を
究
む
る
こ
と
五
年
、
す
な
わ
ち
知
る
、
儒
学
も
未
だ
純
全
の
真
理
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
。(
※
中
略
筆
者
・
そ
の
後
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ぶ
が
こ
れ
も
真
理
で
は
な
い
と
悟
っ
て)
こ
れ
に
お
い
て
余
断
然
公
言
し
て
曰
く
、
旧
来
の
諸
教
諸
説
は
一
も
真
理
と
し
て
信
ず
べ
き
も
の
な
し
。
も
し
そ
の
信
ず
べ
き
教
法
を
求
め
ん
と
欲
せ
ば
、
自
ら
一
真
理
を
発
見
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
余
こ
れ
よ
り
ま
す
ま
す
洋
学
の
蘊
奥
を
究
め
、
真
理
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
、
心
ひ
そ
か
に
他
日
一
種
の
新
宗
教
を
立
て
ん
こ
と
を
誓
う
に
至
る
(
)
。
欧
米
の
学
問
を
前
に
、
あ
た
か
も
旧
来
の
漢
学
を
否
定
・
放
棄
し
た
か
の
よ
う
な
発
言
で
あ
る
が
、
こ
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
東
大
在
学
中
円
了
は
欧
米
の
哲
学
・
心
理
学
を
学
ぶ
一
方
で
、
漢
学
研
究
を
続
け
て
い
る
。
円
了
の
知
的
活
動
に
つ
い
て
は
、
欧
米
の
哲
学
・
心
理
学
受
容
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
が
、
佐
藤
将
之
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
円
了
が
東
京
大
学
で
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
｢
荀
子｣
で
あ
り
、
在
学
中
に
一
貫
し
て
研
究
と
発
表
を
行
っ
て
き
た
の
は
漢
学
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
仏
教
と
並
ん
で
漢
学
は
円
了
に
と
っ
て
基
本
的
な
関
心
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
り
、
清
水
乞
が
指
摘
す
る
よ
う
に
欧
米
の
哲
学
・
心
理
学
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の
新
し
い
概
念
や
思
想
を
文
章
化
す
る
際
に
大
き
な
武
器
と
な
っ
た
の
も
漢
籍
の
伝
統
的
教
養
だ
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
東
京
大
在
学
時
に
円
了
はA
lex
an
der
B
ain
やH
erbert
S
pen
cer
、D
u
g
ald
S
tew
art
な
ど
の
哲
学
・
心
理
学
を
学
ん
で
い
る
。
生
涯
を
通
じ
て
熱
心
な
浄
土
真
宗
教
徒
で
あ
っ
た
円
了
が
こ
れ
ら
の
哲
学
・
心
理
学
書
を
学
ん
だ
主
要
な
目
的
は
、
欧
米
の
唯
物
論
に
対
抗
す
る
た
め
、
外
な
ら
ぬ
欧
米
の
哲
学
と
心
理
学
を
も
っ
て
仏
教
・
儒
教
・
神
道
を
擁
護
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
明
治
一
八
(
一
八
八
五)
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
『
学
芸
志
林』
九
六
冊
・
九
七
冊
(
明
治
一
八
年
八
月)
で
、
円
了
は
｢
易
ヲ
論
ス｣
を
発
表
し
て
い
る
。
｢
易
経｣
で
は
、
万
物
の
根
源
は
太
極
に
あ
る
と
す
る
。
こ
の
太
極
は
物
質
と
精
神
、
す
べ
て
が
未
分
化
で
混
沌
と
し
た
原
初
の
状
態
を
指
し
、
こ
の
太
極
か
ら
陰
陽
の
気
が
分
化
し
、
こ
れ
ら
の
気
が
あ
い
ま
っ
て
宇
宙
や
人
事
の
あ
ら
ゆ
る
複
雑
な
現
象
を
構
成
す
る
と
考
え
る
。｢
易
経｣
に
は
、
古
代
の
聖
人
伏
羲
が
自
然
の
移
り
変
わ
り
を
観
察
し
て
得
た
と
さ
れ
る
、
変
化
の
諸
相
を
表
し
た
六
四
の
卦
が
付
け
ら
れ
る
。｢
易
ヲ
論
ス｣
の
中
で
円
了
は
精
神
と
物
質
の
二
元
論
、
唯
物
論
や
唯
心
論
と
い
っ
た
一
元
論
を
め
ぐ
る
欧
米
の
哲
学
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
た
後
、
太
極
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
太
極
万
物
ヲ
生
シ
テ
、
万
物
ヲ
離
レ
サ
ル
ヲ
二
元
一
元
同
体
論
ト
云
フ
。
其
理
万
象
モ
一
元
モ
一
理
体
ノ
応
動
開
発
ノ
前
後
ニ
ヨ
リ
テ
名
ヲ
異
ニ
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
其
実
一
体
ノ
已
ニ
開
散
ス
ル
ト
未
タ
開
散
セ
サ
ル
ト
ニ
由
ル
ナ
リ
。
是
ヲ
以
テ
万
象
ヲ
帰
ス
レ
ハ
一
体
ノ
太
極
或
ハ
陰
陽
ト
ナ
ル
。
太
極
又
ハ
陰
陽
ヲ
開
ケ
ハ
万
象
ノ
諸
物
ト
ナ
ル
。
故
ニ
一
元
ト
云
フ
モ
二
元
ト
云
フ
モ
、
多
元
ト
云
フ
モ
、
其
実
一
体
ナ
リ
。
仏
氏
ノ
真
如
縁
起
此
理
ニ
近
シ
。
彼
ノ
真
如
是
万
法
、
万
法
是
真
如
、
色
即
是
空
、
空
即
是
色
ト
云
フ
カ
如
キ
ハ
、
同
体
異
象
ノ
理
ヲ
論
シ
テ
真
如
ノ
外
ニ
万
物
ナ
ク
、
万
物
ノ
外
ニ
真
如
ナ
キ
所
以
ヲ
示
ス
ナ
リ
。
西
洋
ニ
ア
リ
テ
ハ
希
臘
ノ
諸
儒
ゼ
ノ
フ
ェ
ー
ニ
ス
氏
ビ
サ
ゴ
ラ
ス
氏
パ
ー
メ
ニ
デ
ス
氏
等
ハ
万
物
ノ
体
即
チ
唯
一
ノ
理
ナ
リ
ト
論
ス
レ
ト
モ
、
二
元
同
体
ノ
理
未
タ
充
分
明
カ
ナ
ラ
ス
。
近
世
ニ
至
リ
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
ノ
論
始
メ
テ
其
理
ヲ
証
示
ス
。
易
ノ
一
理
万
象
ノ
関
係
ヲ
論
ス
ル
、
稍
々
之
ニ
類
ス
ル
所
ア
ル
モ
、
未
タ
充
全
ノ
証
明
ア
ル
ヲ
ミ
ス
。
支
那
学
者
ノ
言
フ
所
大
抵
一
ヨ
リ
二
ヲ
生
シ
二
ヨ
リ
四
ヲ
生
ス
ル
ト
キ
ハ
、
四
ハ
一
ノ
外
ニ
存
ス
ヘ
シ
ト
信
ス
ル
モ
ノ
多
キ
カ
如
シ
。
而
シ
テ
未
タ
其
四
即
チ
一
ナ
リ
、
万
物
ノ
当
体
即
チ
太
極
ナ
リ
ト
明
言
セ
シ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
故
ニ
進
化
ヲ
論
ス
ル
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
ニ
類
ス
ト
137
謂
ハ
ン
ヨ
リ
、
寧
ロ
セ
ー
リ
ン
グ
氏
ニ
類
ス
ル
ト
謂
フ
ヘ
シ
(
)
。
太
極
か
ら
陰
陽
の
気
が
生
じ
、
万
物
が
生
ま
れ
る
様
子
は
進
化
論
に
比
さ
れ
て
い
る
。
円
了
は
太
極
を
仏
教
の
真
如
と
同
じ
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
太
極
か
ら
分
化
し
た
陰
陽
の
気
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
陰
陽
乾
坤
ノ
二
元
ハ
、
万
物
化
生
ノ
本
源
ト
ナ
ル
コ
ト
明
カ
ナ
リ
。
今
其
二
者
ノ
異
同
ヲ
挙
ケ
ン
ニ
、
性
質
ニ
ア
リ
テ
ハ
剛
柔
動
静
ノ
別
ア
リ
。
形
象
ニ
ア
リ
テ
ハ
天
地
春
秋
ノ
別
ア
リ
。
人
ニ
ア
リ
テ
ハ
君
臣
男
女
ノ
別
ア
リ
。
徳
ニ
ア
リ
テ
ハ
君
子
小
人
ノ
別
ア
リ
。
ス
ヘ
テ
宇
宙
間
ノ
事
物
此
二
気
ニ
属
セ
サ
ル
ハ
ナ
シ
。
故
ニ
若
シ
精
神
ヲ
陽
ト
シ
、
物
質
ヲ
陰
ト
ス
レ
ハ
、
西
洋
哲
学
ノ
二
元
ト
同
一
ニ
帰
ス
ヘ
シ
。
然
レ
ト
モ
易
ノ
所
謂
陰
陽
ハ
唯
精
神
ト
物
質
ト
ノ
二
者
ヲ
義
ト
ス
ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
。
ア
ラ
ユ
ル
対
待
ノ
性
質
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
、
尽
ク
此
二
気
ニ
属
ス
ル
ナ
リ
。
故
ニ
陰
陽
ノ
義
ハ
、
西
洋
ノ
ポ
シ
チ
ー
ブ
子
ガ
チ
ー
ブ
ト
云
フ
カ
如
ク
、
又
タ
ア
ク
チ
ー
ブ
パ
ッ
シ
ー
ブ
ト
云
フ
カ
如
シ
。
或
ハ
又
物
理
上
ノ
引
力
拒
力
ト
云
フ
カ
如
シ
。
又
之
ヲ
ダ
ー
ウ
ヰ
ン
氏
ノ
生
物
論
ノ
遺
伝
順
応
ノ
二
力
、
ス
ペ
ン
ソ
ル
氏
ノ
哲
学
論
ノ
結
合
分
化
ノ
両
作
用
ニ
配
ス
ル
モ
不
可
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
而
シ
テ
其
説
ノ
最
モ
相
近
キ
モ
ノ
ハ
、
エ
ム
ペ
ド
ー
ク
氏
ノ
親
和
抗
排
二
力
論
ナ
リ
。
氏
ハ
万
物
ノ
生
滅
変
化
ハ
、
其
間
ニ
互
ニ
相
親
和
ス
ル
性
ト
抗
排
ス
ル
ノ
性
ノ
ア
ル
ニ
ヨ
ル
ト
云
ヘ
リ
。
然
レ
ト
モ
此
二
性
ハ
地
水
火
風
ノ
四
元
ア
リ
テ
、
其
間
ニ
存
ス
ト
云
フ
ヲ
以
テ
、
易
ノ
陰
陽
二
気
ノ
意
ト
固
ヨ
リ
同
一
ニ
ア
ラ
ス
。
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
東
西
両
学
ノ
論
点
互
ニ
相
類
同
ス
ル
所
ア
ル
ハ
唯
、
一
ヨ
リ
二
ヲ
生
シ
、
二
ヨ
リ
万
物
ヲ
生
ス
ル
ノ
順
序
ニ
ア
ル
ノ
ミ
。
是
レ
所
謂
進
化
ナ
リ
。
西
洋
ニ
ア
リ
テ
今
日
唱
フ
ル
所
ノ
進
化
論
モ
、
其
原
理
之
ニ
外
ナ
ラ
ス
。
是
レ
余
カ
易
ヲ
読
ミ
大
ニ
驚
嘆
ス
ル
所
ナ
リ
(
)
。
陰
陽
の
二
気
は
、passive
とactive
、
引
力
と
反
発
力
、
遺
伝
と
順
応
、
結
合
と
分
化
、
親
和
と
排
除
の
力
と
い
っ
た
よ
う
に
、
対
立
か
つ
相
補
的
な
力
に
類
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
円
了
は
易
に
つ
い
て
、L
eibn
iz
の
モ
ナ
ド
論
、H
eg
el
の
理
想
論
、D
arw
in
の
進
化
論
、S
pen
cer
の
社
会
進
化
論
な
ど
の
萌
芽
が
易
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
自
然
現
象
の
観
察
か
ら
自
然
の
法
則
性
を
見
出
そ
う
と
し
た
点
が
自
然
科
学
に
通
じ
る
こ
と
、
易
が
福
利
を
重
ん
じ
る
功
利
主
義
的
な
こ
と
な
ど
か
ら
、｢
支
那
哲
学
ノ
西
洋
学
ニ
一
歩
ヲ
譲
ラ
サ
ル
モ
ノ
、
其
レ
易
理
ニ
ア
ラ
ン
カ｣
と
結
論
づ
け
る
(
)
。
易
に
対
す
る
円
了
の
評
価
は
、
そ
の
後
も
変
わ
ら
な
い
。
明
治
一
九
138
(
一
八
八
六)
年
九
月
に
円
了
は
『
哲
学
要
領
前
編』
(
発
行
・
哲
学
書
院)
を
、
翌
二
〇
(
一
八
八
七)
年
四
月
に
後
編
(
発
行
・
同)
を
出
版
し
て
い
る
。
後
編
の
中
で
円
了
は
自
ら
の
思
索
の
軌
跡
を
次
の
よ
う
に
語
る
。
そ
の
過
程
は
、
進
化
論
を
始
め
と
す
る
欧
米
の
哲
学
・
心
理
学
・
医
学
と
の
対
話
の
過
程
で
あ
っ
た
。
余
は
第
一
に
、
心
界
の
所
在
を
究
め
ん
と
欲
し
、
人
身
の
造
構
を
分
析
し
て
、
そ
の
作
用
の
脳
神
経
中
に
あ
る
を
知
り
、
ま
た
神
経
の
成
分
を
験
し
て
、
有
機
無
機
の
体
質
異
同
な
き
ゆ
え
ん
を
知
る
に
至
る
。
第
二
に
、
有
機
固
有
の
生
力
い
か
に
し
て
生
ず
る
か
を
究
め
ん
と
欲
し
、
無
機
物
質
の
性
質
を
考
え
て
物
質
固
有
の
勢
力
あ
る
を
知
り
、
そ
の
勢
力
適
宜
の
造
構
を
得
れ
ば
、
活
動
の
妙
用
を
発
顕
す
べ
き
ゆ
え
ん
を
知
る
に
至
る
。
第
三
に
、
有
機
界
中
に
有
感
無
感
、
有
心
無
心
の
別
あ
る
ゆ
え
ん
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
心
身
の
関
係
を
究
め
て
そ
の
別
の
起
こ
る
体
質
の
分
子
抱
合
の
異
な
る
と
、
神
経
造
構
の
同
じ
か
ら
ざ
る
と
に
よ
る
ゆ
え
ん
を
知
る
に
至
る
。
第
四
に
、
無
機
の
い
か
に
し
て
有
機
と
な
り
、
動
物
の
い
か
に
し
て
人
類
を
生
ず
る
に
至
る
か
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
進
化
の
作
用
を
考
え
て
天
地
万
物
、
社
会
思
想
こ
と
ご
と
く
そ
の
原
理
に
従
っ
て
変
化
を
営
む
ゆ
え
ん
を
知
る
に
至
る
。
こ
こ
に
お
い
て
始
め
て
一
物
の
開
き
て
万
物
と
な
り
、
一
物
力
の
分
か
れ
て
諸
力
と
な
る
ゆ
え
ん
、
す
な
わ
ち
物
理
の
外
に
心
理
な
き
ゆ
え
ん
明
ら
か
な
り
と
信
ず
。
つ
ぎ
に
物
理
進
化
の
順
序
を
略
言
す
る
に
、
太
初
に
は
た
だ
一
定
の
勢
力
を
備
う
る
物
質
あ
り
て
、
そ
の
力
次
第
に
分
化
を
営
み
て
万
物
を
生
ず
る
に
至
る
な
り
。
こ
れ
を
例
す
る
に
、
宇
宙
は
そ
の
初
め
渾
沌
た
る
一
体
の
火
気
に
し
て
、
そ
の
気
よ
う
や
く
集
散
回
転
し
て
数
体
と
な
り
数
塊
と
な
り
、
気
体
は
流
体
に
変
じ
、
流
体
は
固
体
に
変
じ
て
、
森
羅
の
万
象
を
結
ぶ
に
至
り
、
無
機
は
有
機
を
生
じ
、
草
木
は
鳥
獣
と
分
か
れ
、
動
物
は
人
類
を
化
し
、
散
居
は
群
居
に
変
じ
、
群
居
は
団
合
に
転
じ
、
野
蛮
は
文
明
に
移
る
に
至
る
(
)
。
心
性
の
源
を
さ
か
の
ぼ
る
思
索
の
過
程
は
、
脳
や
神
経
細
胞
か
ら
出
発
し
、
有
機
物
か
ら
無
機
物
に
さ
か
の
ぼ
り
、
原
初
に
あ
る
｢
一
定
の
勢
力
を
備
う
る
物
質｣
に
た
ど
り
着
く
。
こ
の
物
質
が
備
え
る
力
に
つ
い
て
は
、｢
そ
の
力
互
い
に
相
吸
引
す
る
も
の
と
、
互
い
に
相
抗
排
す
る
も
の
別
あ
り
て
、
あ
る
い
は
物
質
の
分
か
れ
て
数
塊
と
な
り
、
あ
る
い
は
合
し
て
一
体
と
な
る
に
至
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
宇
宙
の
進
化
、
地
球
の
結
体
を
生
ず
る
な
り
(
)｣
と
さ
れ
、
宇
宙
の
進
化
を
運
動
と
し
て
展
開
さ
せ
て
い
く
原
動
力
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
人
間
の
心
性
の
基
盤
を
物
質
に
見
る
円
了
は
唯
物
論
を
肯
定
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
円
了
は
さ
ら
に
思
索
を
進
め
て
、
心
が
無
け
れ
ば
｢
物
質｣
の
定
義
が
で
き
な
い
こ
と
を
唯
物
論
の
問
題
と
し
て
、
そ
の
一
方
で
、
心
の
外
部
＝
物
質
が
無
け
れ
ば
物
質
の
イ
メ
ー
ジ
が
心
に
現
れ
な
い
こ
と
を
唯
心
論
の
問
題
点
と
し
て
、S
ch
ellin
g
に
基
づ
き
物
質
界
と
精
神
界
を
生
み
出
し
た
絶
対
の
｢
理
想｣
を
想
定
す
る
。
そ
も
そ
も
理
想
の
本
体
の
進
み
て
万
象
万
界
を
開
発
す
る
は
、
本
来
自
体
に
有
す
る
と
こ
ろ
の
力
に
よ
る
を
も
っ
て
、
そ
の
発
達
あ
た
か
も
有
機
の
発
育
に
異
な
ら
ず
。
故
に
理
想
の
自
体
を
有
機
性
の
理
体
と
な
し
、
万
象
万
化
の
原
力
は
本
来
そ
の
中
に
あ
り
て
存
す
と
い
う
。
こ
れ
他
な
し
、
物
心
の
未
だ
開
け
ざ
る
に
当
た
り
て
は
、
理
想
の
外
一
物
な
き
を
も
っ
て
そ
の
体
中
に
力
を
含
有
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
万
境
を
開
顕
す
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
に
よ
る
。
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
氏
曰
く
、
理
想
は
木
石
の
ご
と
き
死
物
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
自
体
に
具
す
る
と
こ
ろ
の
力
を
も
っ
て
発
育
す
る
こ
と
を
得
と
い
い
、
ま
た
自
ら
そ
の
形
を
外
に
現
ず
る
は
、
理
想
自
体
の
性
質
な
り
と
い
う
。
故
に
物
心
開
発
の
原
力
は
、
理
想
有
機
体
中
に
あ
り
て
存
す
る
も
の
と
知
る
べ
し
。
か
く
し
て
、
理
想
の
一
体
よ
り
物
心
両
界
を
開
き
、
ま
た
そ
の
各
界
よ
り
諸
象
を
現
じ
、
次
第
に
進
み
て
万
物
万
境
を
開
現
す
る
に
至
る
と
い
う
。
こ
れ
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
の
説
に
し
て
、
そ
の
説
ま
た
シ
ナ
の
太
極
分
化
説
に
類
す
。

辞
伝
に
曰
く
、
易
に
太
極
あ
り
、
こ
れ
両
儀
を
生
じ
、
両
儀
四
象
を
生
じ
、
四
象
八
卦
を
生
ず
と
あ
り
(
)
。
絶
対
の
｢
理
想｣
が
物
質
界
と
精
神
界
を
生
み
出
し
万
物
を
構
成
す
る
運
動
を
、
円
了
は
易
の
太
極
が
陰
陽
の
気
を
生
じ
万
物
を
構
成
し
て
い
く
様
子
を
も
っ
て
捉
え
て
い
る
。
前
述
の
｢
易
ヲ
論
ス｣
で
開
陳
さ
れ
た
易
に
対
す
る
積
極
的
な
評
価
は
欧
米
の
哲
学
の
成
果
と
照
ら
し
合
わ
さ
れ
、
よ
り
精
緻
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
｢
易
ヲ
論
ス｣
で
陰
陽
の
分
化
が
進
化
の
原
動
力
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
こ
の
『
哲
学
要
領』
で
原
初
の
物
質
に
備
わ
っ
て
い
た
吸
引
す
る
力
と
反
発
す
る
力
が
進
化
を
支
え
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
『
哲
学
要
領』
に
お
い
て
も
、
吸
引
す
る
力
と
反
発
す
る
力
は
そ
れ
ぞ
れ
陰
と
陽
に
該
当
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
気
が
物
質
兼
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
、
陰
陽
の
気
と
は
、
対
立
か
つ
相
補
的
な
力
を
帯
び
た
半
虚
半
実
の
運
動
体
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
気
が
半
虚
半
実
で
あ
る
た
め
に
、
陰
陽
の
力
は
精
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神
界
だ
け
で
な
く
物
質
界
で
も
働
く
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
て
、
円
了
が
唱
え
る
絶
対
の
｢
理
想｣
は
｢
相
対｣
(
物
質
界
と
精
神
界)
の
外
側
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。｢
理
想｣
と
｢
相
対｣
(
物
質
界
と
精
神
界)
は
一
枚
の
紙
に
例
え
れ
ば
、
紙
の
本
体
と
裏
表
の
別
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
、
同
体
不
離
の
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
｢
理
想｣
の
作
用
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
理
想
の
作
用
は
進
化
溶
化
の
二
種
に
し
て
余
が
い
わ
ゆ
る
循
化
な
り
。
そ
の
循
化
の
起
こ
る
原
因
は
、
理
想
自
体
に
有
す
る
と
こ
ろ
の
力
に
帰
す
る
よ
り
外
な
し
。
今
、
理
想
は
物
心
両
界
と
そ
の
体
を
同
じ
う
す
る
を
も
っ
て
、
物
心
界
の
有
す
る
と
こ
ろ
の
作
用
は
す
な
わ
ち
理
想
の
作
用
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
物
心
界
中
に
現
ず
る
と
こ
ろ
の
規
則
は
、
す
な
わ
ち
理
想
の
規
則
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
理
想
の
性
質
作
用
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
よ
ろ
し
く
物
心
両
象
の
性
質
作
用
を
験
す
べ
し
。
物
心
の
性
質
作
用
を
験
す
る
に
、
事
々
物
々
あ
る
い
は
進
化
し
、
あ
る
い
は
溶
化
し
、
互
い
に
相
循
化
し
て
や
む
こ
と
な
き
を
知
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
理
想
の
規
則
な
り
。
故
に
理
想
の
性
質
た
る
自
体
に
有
す
る
と
こ
ろ
の
力
を
も
っ
て
、
物
心
界
上
に
循
化
を
営
む
も
の
と
知
る
べ
し
(
)
。
｢
進
化｣
と
｢
溶
化｣
の
関
係
、
そ
の
関
係
が
織
り
な
す
循
化
の
原
理
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
か
つ
そ
れ
進
化
と
溶
化
と
は
相
対
に
し
て
、
一
を
欠
い
て
他
の
あ
る
べ
き
理
な
し
。
た
と
え
ま
た
進
化
作
用
ひ
と
り
存
す
る
も
、
そ
の
変
化
理
想
の
範
囲
の
外
を
出
づ
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
を
も
っ
て
、
進
化
の
極
必
ず
そ
の
始
め
に
帰
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
進
化
も
そ
の
極
点
に
達
す
れ
ば
ま
た
溶
化
し
、
溶
化
も
そ
の
極
点
に
達
す
れ
ば
ま
た
進
化
し
、
互
い
に
相
循
化
し
て
や
ま
ざ
る
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
こ
れ
を
み
れ
ば
、
循
化
の
規
則
は
理
想
の
性
質
も
と
よ
り
し
か
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
二
元
一
体
の
原
理
よ
り
派
生
す
る
理
法
な
り
。
故
に
二
元
一
体
な
れ
ば
循
化
作
用
な
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
循
化
作
用
あ
れ
ば
二
元
一
体
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
余
が
循
化
作
用
を
も
っ
て
二
元
一
体
の
規
則
と
し
、
二
元
一
体
を
も
っ
て
循
化
作
用
の
原
因
と
す
る
ゆ
え
ん
な
り
(
)
。
｢
進
化｣
が
極
ま
れ
ば
原
初
の
状
態
へ
戻
っ
て
い
く
｢
溶
化｣
と
な
る
こ
と
(
逆
も
ま
た
然
り)
、
絶
対
の
｢
理
想｣
が
易
の
太
極
に
類
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
｢
進
化｣
と
｢
溶
化｣
の
循
環
も
、
陰
と
陽
の
気
の
循
環
運
動
、
陽
が
極
ま
れ
ば
陰
を
生
ず
(
逆
も
ま
た
然
り)
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、
易
の
太
極
―
陰
陽
論
を
欧
米
の
哲
学
と
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
宇
宙
論
と
し
て
評
価
す
る
姿
勢
は
明
治
二
六
(
一
八
九
三)
年
七
月
の
『
忠
孝
活
論』
(
発
行
・
井
上
円
成)
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
(
)
。『
忠
孝
活
論』
で
円
了
は
｢
理
想｣
―
太
極
と
人
間
の
心
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ふ
み
込
ん
だ
発
言
を
し
て
い
る
。
こ
れ
余
が
こ
こ
に
精
神
論
を
講
ぜ
ん
と
す
る
ゆ
え
ん
に
し
て
、
余
の
意
、
精
神
は
神
と
そ
の
体
を
同
じ
う
す
と
い
う
に
あ
り
。
換
言
す
れ
ば
、
神
が
そ
の
純
気
を
直
接
に
人
心
の
上
に
開
く
と
い
う
に
あ
り
。
か
の
人
の
高
尚
純
潔
な
る
思
想
、
道
理
、
良
心
の
ご
と
き
は
、
実
に
理
想
の
光
気
に
し
て
、
ま
さ
に
宇
宙
最
純
の
気
の
発
現
な
り
と
い
う
べ
し
。
し
か
ら
ば
東
洋
人
が
つ
と
に
霊
気
と
い
い
、
秀
気
と
い
い
、
元
気
と
い
い
、
正
気
と
い
い
、
浩
然
の
気
と
い
い
た
る
は
、
み
な
こ
の
気
に
与
え
た
る
異
名
な
り
。
孟
子
は
｢
わ
れ
よ
く
わ
が
浩
然
の
気
を
養
う
。｣(
我
善
養
吾
浩
然
之
気)
と
説
き
、
こ
れ
を
解
し
て
｢
そ
の
気
た
る
や
至
大
至
剛
に
し
て
直
を
も
っ
て
養
い
て
そ
こ
な
う
こ
と
な
け
れ
ば
す
な
わ
ち
天
地
の
間
に
ふ
さ
が
る
。｣
(
其
為
気
也
至
大
至
剛
以
直
養
而
無
害
則
塞
于
天
地
之
間)
と
い
え
り
。
ま
た
文
天
祥
は
『
正
気
歌』
の
初
め
に
｢
天
地
に
正
気
あ
り
、
雑
然
と
し
て
流
形
に
賦
し
、
下
れ
ば
す
な
わ
ち
河
嶽
と
な
り
、
上
れ
ば
す
な
わ
ち
日
星
と
な
り
、
人
に
お
い
て
は
浩
然
と
い
い
沛
乎
と
し
て
滄
溟
に
ふ
さ
が
る
。｣
(
天
地
有
正
気
、
雑
然
賦
流
形
、
下
則
為
河
嶽
、
上
則
為
日
星
、
於
人
曰
浩
然
沛
乎
塞
滄
溟)
と
い
え
り
。
こ
の
気
た
る
や
、
余
が
い
わ
ゆ
る
純
中
の
純
気
な
り
。
わ
が
邦
人
が
古
来
大
和
魂
と
称
し
て
高
明
純
潔
の
精
神
を
愛
重
せ
し
も
、
ま
た
こ
の
気
な
り
。
け
だ
し
わ
が
国
民
は
一
種
霊
妙
の
精
気
を
固
有
せ
る
一
民
族
に
し
て
、
ひ
と
た
び
そ
の
気
の
発
現
す
る
や
忠
君
と
な
り
愛
国
と
な
り
、
国
体
こ
れ
に
よ
り
て
立
ち
、
皇
室
こ
れ
に
よ
り
て
安
ん
じ
、
余
は
こ
れ
を
神
気
、
霊
気
、
も
し
く
は
神
聖
霊
妙
の
気
と
い
う
。
易
に
｢
陰
陽
の
不
測
な
る
こ
れ
を
神
と
い
う
。｣
(
陰
陽
不
測
之
謂
神)
と
い
い
、『
五
行
大
義』
に
は
｢
孔
子
曰
く
、
陽
の
精
気
を
神
と
な
す
。｣
(
孔
子
曰
陽
之
精
気
為
神)
と
あ
り
。(
中
略)
気
に
純
不
純
二
気
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
我
人
の
精
神
は
そ
の
純
中
の
純
な
る
も
の
に
し
て
、
我
心
す
な
わ
ち
神
な
り
と
い
う
こ
と
は
儒
教
の
理
気
論
に
お
い
て
証
明
し
得
る
は
、
さ
き
に
述
ぶ
る
と
こ
ろ
を
見
て
知
る
べ
し
。(
中
略)
前
講
に
お
い
て
理
想
と
精
神
と
の
関
係
を
述
べ
た
れ
ば
、
人
類
は
万
有
中
に
あ
り
て
最
も
高
等
に
位
す
る
ゆ
え
ん
を
知
る
べ
し
。
天
地
の
間
、
草
木
お
よ
び
動
物
は
一
方
に
気
の
不
純
な
る
も
の
を
有
し
、
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一
方
に
純
中
の
不
純
な
る
も
の
を
具
す
る
も
、
い
ま
だ
純
中
の
純
な
る
も
の
を
有
せ
ず
。
人
類
は
そ
の
身
心
両
方
に
お
い
て
、
純
も
不
純
も
、
純
中
の
純
も
純
中
の
不
純
も
、
み
な
こ
れ
を
具
有
す
。
な
か
ん
ず
く
そ
の
万
物
に
異
な
る
は
、
純
中
の
純
を
有
す
る
に
よ
る
。
故
に
古
来
、
人
類
を
も
っ
て
万
物
の
霊
と
い
え
り
(
)
。
人
間
の
心
は
｢
理
想｣
＝
神
＝
太
極
か
ら
分
有
さ
れ
た
霊
気
の
一
端
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
円
了
に
と
っ
て
、
こ
の
霊
気
は
陰
陽
の
気
と
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
誤
解
が
な
い
よ
う
に
言
葉
を
補
い
た
い
。
円
了
は
人
間
の
心
の
所
在
を
脳
―
神
経
細
胞
(
物
質)
に
求
め
る
。
唯
物
論
的
に
見
え
る
姿
勢
だ
が
、
心
の
基
盤
と
な
る
物
質
界
も
、
精
神
界
と
共
に
｢
理
想｣
＝
神
＝
太
極
か
ら
生
れ
出
た
と
円
了
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
つ
ま
り
太
極
か
ら
分
有
さ
れ
た
霊
気
は
物
質
に
潜
在
し
て
お
り
、
心
の
働
き
と
は
、
脳
―
神
経
細
胞
中
の
生
化
学
的
な
働
き
を
通
し
て
、
潜
在
し
て
い
た
霊
気
が
発
現
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
人
間
の
心
を
生
み
出
す
と
こ
ろ
の
、
潜
在
し
て
い
た
霊
気
が
陰
陽
の
気
と
同
一
視
(
特
に
陽
の
気)
さ
れ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
気
は
流
動
体
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
吸
引
力
(
陰)
と
反
発
力
(
陽)
を
秘
め
て
い
る
。
円
了
は
江
戸
時
代
の
漢
学
者
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人
間
の
心
が
身
体
の
中
を
実
際
に
あ
ち
こ
ち
動
き
ま
わ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
が
、
円
了
に
と
っ
て
の
心
(
霊
気)
は
、
そ
の
起
源
に
流
動
的
な
気
が
措
定
さ
れ
て
い
る
点
、
心
の
中
に
運
動
を
生
み
出
す
力
と
し
て
の
陰
陽
の
存
在
が
措
定
さ
れ
て
い
る
点
で
、
そ
の
内
側
に
運
動
体
と
し
て
の
性
格
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
円
了
は
、
漢
学
を
通
し
て
培
わ
れ
た
、
心
が
身
体
内
を
動
き
回
る
〈
実
感
〉
に
は
も
は
や
信
を
置
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
が
、
そ
う
し
た
〈
実
感
〉
が
育
て
た
、
心
の
働
き
を
〈
動
き
〉
と
し
て
感
じ
る
感
性
は
、
円
了
の
中
で
生
き
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
円
了
に
と
っ
て
陰
陽
の
気
と
心
の
働
き
に
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
。
先
走
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
太
極
か
ら
分
化
し
た
陰
陽
の
気
は
『
失
念
術
講
義』
と
深
い
関
係
を
持
つ
。
こ
こ
で
明
治
二
八
(
一
八
九
五)
年
の
『
失
念
術
講
義』
の
発
表
よ
り
も
後
年
の
も
の
に
な
る
が
、
明
治
三
一
(
一
八
九
八)
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
『
破
唯
物
論』
(
発
行
・
四
聖
堂)
の
内
容
を
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
『
破
唯
物
論』
中
で
も
円
了
は
｢
易
ヲ
論
ス｣
以
来
の
説
明
を
繰
り
返
す
。
宇
宙
の
は
じ
ま
り
に
は
、
物
質
と
精
神
が
融
合
し
た
状
態
の
原
始
的
物
質
で
あ
る
｢
星
雲｣
が
存
在
し
、
こ
こ
か
ら
物
質
―
宇
宙
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
｢
星
雲｣
に
含
ま
れ
て
い
た
霊
気
が
、
生
143
物
の
発
生
か
ら
人
類
の
登
場
に
従
い
、
高
度
な
意
識
と
し
て
結
実
し
て
い
っ
た
と
言
う
(
)
。｢
星
雲｣
か
ら
人
間
の
精
神
的
な
諸
能
力
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
こ
の
世
界
の
初
め
に
お
い
て
、
星
雲
よ
り
継
続
せ
る
原
始
的
物
質
が
分
か
れ
て
無
機
有
機
と
な
り
、
そ
の
有
機
は
更
に
分
か
れ
て
無
感
有
感
と
な
り
、
そ
の
有
感
は
ま
た
分
か
れ
て
動
物
人
類
と
な
り
た
る
点
よ
り
さ
か
の
ぼ
り
て
考
う
れ
ば
、
意
識
も
感
覚
も
生
活
も
み
な
原
始
的
物
質
中
に
潜
伏
し
て
存
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
(
中
略)
意
識
潜
伏
の
状
態
は
あ
た
か
も
草
木
の
種
子
(
た
ね)
の
中
に
枝
葉
花
実
が
い
か
な
る
状
態
を
も
っ
て
潜
伏
せ
る
や
知
る
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
く
、
到
底
明
示
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
し
か
し
そ
の
開
発
の
順
序
に
つ
き
て
次
第
を
立
て
れ
ば
、
左
図
(
※
筆
者
図
Ａ)
の
ご
と
く
な
る
よ
う
に
考
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
外
面
は
無
機
物
に
し
て
、
内
面
に
は
生
活
、
感
覚
、
思
想
が
次
第
に
相
重
な
り
て
中
心
を
形
づ
く
る
も
の
と
定
め
お
き
ま
す
。
し
か
る
に
余
は
唯
力
一
元
論
を
主
唱
す
る
も
の
な
れ
ば
、
無
機
物
は
勢
力
の
外
面
に
あ
ら
わ
る
る
現
象
に
し
て
、
そ
の
体
、
勢
力
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
、
こ
れ
を
無
機
力
と
名
付
け
、
生
活
は
生
活
力
、
感
覚
は
感
覚
力
、
思
想
は
思
想
力
と
名
付
く
る
方
が
む
し
ろ
適
当
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
思
想
と
感
覚
と
は
意
識
の
部
類
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
思
想
の
中
心
は
理
想
あ
る
い
は
理
性
と
名
付
く
る
心
体
に
し
て
、
こ
れ
無
限
性
の
思
想
な
れ
ば
、
勢
力
の
中
心
に
あ
り
て
そ
の
体
固
有
の
無
限
性
を
継
続
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
思
想
は
有
限
性
な
れ
ば
、
こ
れ
を
悟
性
と
名
付
け
、
感
覚
を
覚
性
と
名
付
け
て
、
更
に
図
表
を
示
さ
ば
左
の
ご
と
く
(
※
筆
者
図
Ｂ)
に
な
り
ま
す
。(
中
略)
こ
の
う
ち
勢
力
の
外
面
を
形
成
せ
る
無
機
力
は
す
な
わ
ち
無
機
物
質
に
し
て
、
最
初
ひ
と
た
び
退
勢
を
起
こ
し
そ
の
の
ち
習
慣
反
復
の
結
果
、
波
動
的
進
行
を
性
と
し
、
も
っ
て
無
限
の
進
化
す
な
わ
ち
直
行
的
進
化
に
抗
抵
せ
ん
と
す
る
性
力
を
有
す
る
も
の
な
れ
ば
、
有
限
性
の
最
も
は
な
は
だ
し
き
も
の
で
あ
り
、
理
性
力
は
最
初
よ
り
勢
力
の
中
心
に
住
し
て
、
直
行
的
進
勢
を
と
る
も
の
な
れ
ば
、
無
限
性
の
最
上
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
、
生
活
力
、
覚
性
力
、
悟
性
力
は
そ
の
二
者
の
中
間
に
位
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
や
は
り
多
少
の
無
限
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
生
活
よ
り
は
覚
性
、
覚
性
よ
り
は
悟
性
と
中
心
に
近
付
く
に
従
い
、
多
く
の
無
限
性
を
有
す
る
に
至
り
ま
す
。
し
か
し
て
悟
性
を
有
限
的
思
想
と
す
る
は
、
理
性
に
比
較
し
て
い
う
の
み
に
て
、
も
し
感
覚
や
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生
活
に
比
す
れ
ば
、
無
限
性
に
属
し
て
よ
ろ
し
い
。
か
く
し
て
理
性
は
無
限
性
の
最
上
た
る
も
の
に
し
て
、
常
に
無
限
の
進
化
を
大
成
せ
ん
と
欲
し
、
た
め
に
先
天
的
内
刺
激
と
な
り
て
、
物
質
性
す
な
わ
ち
無
機
力
あ
る
い
は
感
覚
力
に
抗
抵
す
る
も
の
な
れ
ば
、
こ
れ
自
由
の
思
想
の
本
源
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
反
し
て
無
機
力
の
方
は
、
有
限
性
を
保
持
せ
ん
と
す
る
退
勢
の
習
慣
性
を
と
る
も
の
な
れ
ば
、
不
自
由
性
す
な
わ
ち
必
然
性
の
根
拠
で
あ
り
ま
す
(
)
。
進
化
を
進
め
る
力
を
陽
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
力
を
陰
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
理
性
は
｢
星
雲｣
に
潜
在
す
る
｢
勢
力｣
に
最
も
近
し
い
力
と
し
て
、
無
限
の
進
化
を
繰
り
広
げ
る
拡
張
力
(
陽)
を
そ
の
性
格
と
し
て
持
つ
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
生
物
に
備
わ
る
生
活
力
(
陰)
は
こ
の
｢
勢
力｣
の
中
心
か
ら
遠
い
力
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
を
両
極
に
悟
性
や
｢
覚
性｣
(
感
覚)
が
配
置
さ
れ
る
。
こ
の
理
性
や
悟
性
、｢
覚
性｣
(
感
覚)
と
い
う
意
識
を
植
物
の
種
の
よ
う
に
潜
在
さ
せ
る
｢
星
雲｣
に
つ
い
て
円
了
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
さ
き
に
余
の
い
わ
ゆ
る
星
雲
は
儒
教
の
大
極
に
当
た
り
、
道
教
の
大
虚
も
し
く
は
無
名
に
当
た
り
、
仏
教
の
空
も
し
く
は
心
識
に
当
た
り
、
本
邦
に
て
は
『
日
本
書
紀』
の
混
沌
ま
た
は
如
鶏
子
に
当
た
り
、『
古
事
記』
の
高
天
原
(
た
か
ま
が
は
ら)
に
当
た
り
ま
す
。
し
か
し
て
仏
教
の
真
如
は
余
が
い
わ
ゆ
る
宇
宙
の
大
勢
力
の
体
を
い
い
、『
日
本
書
紀』
の
｢
神
聖
そ
の
中
に
生
(
せ
い)
す｣
(
中
略)
と
あ
る
。
そ
の
神
聖
は
星
雲
中
に
胚
胎
せ
る
霊
気
、
す
な
わ
ち
内
包
の
意
識
理
想
を
い
う
と
み
て
よ
ろ
し
い
。
ま
た
儒
教
の
大
極
は
星
雲
と
み
ず
し
て
、
宇
宙
の
大
勢
力
と
み
て
も
差
し
支
え
な
い
。
こ
の
勢
力
の
表
面
は
水
の
凍
り
て
不
透
明
に
な
り
た
る
が
ご
と
く
、
そ
の
裏
面
は
水
の
透
明
な
る
が
ご
と
く
、
そ
の
透
明
な
る
部
分
は
精
神
と
な
り
、
理
想
と
な
り
た
る
も
の
な
れ
ば
、
こ
れ
を
気
の
純
と
不
純
と
に
配
し
て
も
よ
ろ
し
く
、
ま
た
易
の
陰
陽
に
配
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
儒
書
に
陽
の
精
気
を
神
と
な
す
と
あ
り
て
、
そ
の
透
明
な
る
裏
面
は
こ
の
陽
の
精
気
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
孟
子
の
い
わ
ゆ
る
浩
然
の
気
も
わ
が
国
の
大
和
魂
も
、
そ
の
裏
面
の
精
気
と
み
て
よ
ろ
し
い
(
)
。
太
極
か
ら
分
化
し
た
陽
(
気
の
純)
対
陰
(
気
の
不
純)
に
よ
り
人
間
の
心
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
点
は
、
前
述
の
『
忠
孝
活
論』
と
同
じ
言
説
を
確
認
で
き
る
。｢
勢
力｣
か
ら
の
遠
近
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
理
性
・
悟
性
・
覚
性
を
、
あ
ら
た
め
て
気
の
純
と
不
純
、
陰
と
陽
の
関
係
を
も
っ
て
表
せ
ば
、
理
性
と
は
陽
、
本
能
や
感
覚
は
陰
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
円
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了
は
こ
の
『
破
唯
物
論』
で
は
、
記
憶
が
こ
の
｢
勢
力｣
の
図
Ｂ
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
は
述
べ
て
い
な
い
。
が
、
仮
に
記
憶
を
こ
の
図
Ｂ
に
配
置
す
る
と
す
れ
ば
、
経
験
や
感
覚
に
近
し
い
記
憶
は
理
性
や
悟
性
(
陽
・
中
心)
よ
り
も
陰
(
周
辺)
に
近
い
力
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
円
了
は
東
京
大
学
で
欧
米
の
心
理
学
・
哲
学
を
学
び
な
が
ら
も
、
一
貫
し
て
漢
学
、
特
に
｢
易
経｣
の
太
極
観
―
陰
陽
観
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
思
索
を
展
開
し
、
自
ら
の
宇
宙
観
・
精
神
観
を
形
成
し
て
い
っ
た
。『
失
念
術
講
義』
は
そ
の
背
景
に
こ
の
よ
う
な
陰
陽
観
(
宇
宙
観
・
精
神
観)
を
持
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
忘
却
観
は
こ
う
し
た
陰
陽
観
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。『
失
念
術
講
義』
と
こ
う
し
た
陰
陽
観
、
江
戸
時
代
の
忘
却
観
と
の
具
体
的
な
か
か
わ
り
は
、
次
稿
で
詳
し
く
見
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
四
、
円
了
と
欧
米
の
哲
学
・
心
理
学
話
を
進
め
て
、
次
に
円
了
の
欧
米
の
心
理
学
・
哲
学
の
受
容
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
引
用
で
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
欧
米
の
心
理
学
・
哲
学
の
成
果
は
｢
易
経｣
中
の
太
極
観
と
対
照
さ
れ
、
そ
れ
を
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
円
了
が
在
学
中
の
哲
学
科
で
は
、
明
治
一
五
(
一
八
八
二)
年
九
月
か
ら
一
八
(
一
八
八
五)
年
七
月
ま
で
外
山
正
一
が
心
理
学
を
教
え
て
い
た
(
)
。
外
山
が
円
了
ら
哲
学
科
の
学
生
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
心
理
学
を
教
え
て
い
た
の
か
、
分
か
ら
な
い
。
が
、
佐
藤
達
哉
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
一
(
一
八
七
八)
年
九
月
か
ら
明
治
一
二
(
一
八
七
九)
年
八
月
に
か
け
て
、
外
山
は
文
学
部
の
｢
心
理
学｣
の
講
義
で
、｢
ベ
イ
ン
氏
ノ
心
理
学｣
｢
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
ノ
精
神
生
理｣
｢
ス
ペ
ン
サ
ル
氏
ノ
哲
学
原
理｣
を
教
え
て
い
た
(
)
。
こ
の
よ
う
な
講
義
内
容
を
考
え
れ
ば
、
円
了
ら
に
も
こ
う
し
たA
lex
an
der
B
ain
やH
erbert
S
pen
cer
の
著
書
を
中
心
に
講
義
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
一
〇
年
代
後
半
に
日
本
で
受
容
さ
れ
た
心
理
学
は
、B
ain
やS
pen
cer
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
の
連
合
学
派
の
心
理
学
の
影
響
が
強
か
っ
た
(
)
。
手
っ
取
り
早
く
網
羅
的
に
最
新
の
心
理
学
的
知
見
を
学
べ
る
と
い
う
点
か
ら
、J
am
es
S
u
lly
も
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
(
)
。
円
了
の
卒
業
後
で
は
あ
る
が
、
明
治
二
〇
(
一
八
八
七)
年
か
ら
東
京
大
学
の
｢
心
理
学｣
を
担
当
し
たL
.B
u
sse
は
二
三
(
一
八
九
〇)
年
の
申
報
で
｢
サ
レ
ー
著
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
ス
オ
フ
サ
イ
コ
ロ
ヂ
ー｣
を
教
科
書
に
用
い
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て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
(
)
。
加
え
て
、
明
治
一
九
(
一
八
八
六)
年
六
月
に
有
賀
長
雄
はS
u
lly
の
同
じ
くO
u
tlin
es
of
P
sych
ology
に
基
づ
き
な
が
ら
『
教
育
適
用
心
理
学』
(
出
版
・
有
賀
長
雄)
を
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
和
久
正
辰
はS
u
lly
のT
ea
ch
er's
H
a
n
d
-
book
of
P
sych
ology
を
『
左
氏
応
用
心
理
学』
(
発
行
・
牧
野
善
兵
衛)
と
し
て
翻
訳
、
明
治
二
一
(
一
八
八
八)
年
七
月
に
出
版
し
て
い
る
。
明
治
二
〇
年
代
に
は
各
県
の
師
範
学
校
が
こ
れ
ら
のS
u
lly
の
翻
訳
書
を
｢
心
理
学｣
の
教
科
書
と
し
て
使
用
し
、『
教
育
適
用
心
理
学』
は
四
九
％
、『
左
氏
応
用
心
理
学』
は
一
六
〜
一
七
％
の
学
校
で
用
い
ら
れ
て
い
た
(
)
。
東
京
大
学
在
学
中
に
円
了
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
心
理
学
の
本
を
読
ん
で
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
一
六
年
〜
二
〇
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
円
了
の
読
書
ノ
ー
ト
｢
明
治
十
六
年
秋
稿
録｣
が
残
さ
れ
て
お
り
、
喜
多
川
豊
宇
(
)
や
清
水
乞
(
)
な
ど
の
研
究
に
よ
っ
て
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
哲
学
・
心
理
学
・
論
理
学
・
倫
理
学
・
教
育
学
な
ど
極
め
て
多
岐
に
わ
た
り
、
二
二
〇
種
以
上
の
書
名
が
記
さ
れ
て
お
り
(
)
、
そ
の
内
容
か
ら
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
論
・
功
利
主
義
の
影
響
が
強
く
う
か
が
わ
れ
る
(
)
。
外
山
の
講
義
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
読
書
ノ
ー
ト
に
は
S
pen
cer
のF
irst
P
rin
ciples
of
a
N
ew
S
ystem
of
P
h
ilosoph
y
やW
illiam
B
en
jam
in
C
arpen
ter
のP
rin
ciples
of
M
en
ta
l
P
h
ysiology
、B
ain
のM
in
d
a
n
d
B
od
y
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
外
山
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
心
理
学
に
あ
っ
て
は
イ
ギ
リ
ス
連
合
学
派
の
影
響
が
強
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
他
に
も
前
述
の
『
哲
学
要
領』
と
の
関
係
で
言
え
ば
、C
h
arles
C
arroll
E
verett
の
T
h
e
S
cien
ce
of
T
h
ou
gh
t
、
後
述
す
る
記
憶
と
忘
却
の
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、W
illiam
H
am
ilton
のL
ectu
res
on
M
eta
ph
ysics
a
n
d
L
ogic
、J
oseph
J
oh
n
M
u
rph
y
のH
a
bit
a
n
d
In
telli-
gen
ce
、D
u
g
ald
S
tew
art
のE
lem
en
ts
of
th
e
P
h
ilosoph
y
of
th
e
H
u
m
a
n
M
in
d
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
(
)
。
｢
明
治
十
六
年
秋
稿
録｣
にS
u
lly
の
名
前
は
見
当
ら
な
い
。
が
、
円
了
もS
u
lly
の
著
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
『
通
信
教
授
心
理
学』
(
明
治
二
一
(
一
八
八
八)
年
八
月
発
行
・
通
信
講
学
会)
で
、
円
了
は
情
感
・
意
志
・
知
力
と
い
う
心
理
学
の
分
類
法
に
つ
い
て
、B
ain
と
と
も
にS
u
lly
の
心
理
学
を
紹
介
し
て
い
る
(
)
。
ま
た
二
六
(
一
八
九
三)
年
一
一
月
か
ら
翌
二
七
(
一
八
九
四)
年
一
〇
月
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
『
哲
学
館
講
義
録』
｢
７
学
年
度
妖
怪
学｣
を
見
る
と
、
円
了
は
人
間
の
感
情
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に
、
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S
u
lly
の
心
理
学
に
基
づ
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
(
)
。
こ
の
『
哲
学
館
講
義
録』
で
円
了
は
た
び
た
びS
u
lly
のIllu
sion
s
に
も
言
及
し
て
い
る
(
)
。
ま
た
正
確
な
出
版
年
は
不
明
だ
が
明
治
二
一
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
哲
学
館
講
義
録
心
理
学
(
)』
で
は
、
松
本
源
太
郎
がS
u
lly
の
著
書
に
基
づ
い
て
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
加
え
て
S
u
lly
のO
u
tlin
es
of
P
sych
ology
を
翻
訳
し
た
有
賀
長
雄
は
明
治
一
五
(
一
八
八
二)
年
七
月
に
円
了
と
同
じ
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
(
)
。
有
賀
は
前
年
の
一
四
(
一
八
八
一)
年
九
月
に
同
学
科
に
入
学
し
た
円
了
と
約
半
年
で
は
あ
る
が
同
じ
学
科
に
在
籍
し
て
お
り
、
卒
業
後
の
一
五
年
八
月
に
は
東
京
大
学
御
用
掛
・
文
学
部
准
助
教
授
に
就
い
て
い
る
。
ま
た
、
有
賀
は
一
七
(
一
八
八
四)
年
に
も
円
了
が
創
立
し
た
哲
学
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
加
わ
っ
て
い
る
(
)
。
こ
の
よ
う
な
人
的
な
つ
な
が
り
か
ら
、
円
了
は
当
然
有
賀
の
翻
訳
も
、
原
著
のO
u
tlin
es
of
P
sych
ology
も
知
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
て
、
後
述
す
る
記
憶
術
と
の
関
係
で
言
え
ば
、S
u
lly
はO
u
t-
lin
es
of
P
sych
ology
に
お
い
て
、"A
P
P
E
N
D
IX
"
(
補
遺)
と
し
て
記
憶
の
改
善
を
取
り
扱
っ
た
重
要
な
文
献
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
読
書
ノ
ー
ト
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
たB
ain
、S
tew
art
、W
.H
am
ilton
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
てS
h
adw
orth
H
ollw
ay
H
odg
son
やM
aria
E
dg
ew
orth
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
時
間
に
余
裕
の
あ
る
読
者
は
接
近
の
法
則
に
つ
い
て
のB
ain
教
授
の
詳
細
な
見
取
り
図
(S
en
ses
a
n
d
In
tellect
or
C
om
-
pen
d
iu
m
に
記
載)
に
目
を
通
す
と
良
い
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
記
憶
の
説
明
、
記
憶
の
多
様
性
、
記
憶
の
改
善
の
意
味
は
、
D
u
g
ald
S
tew
art
のP
h
ilosoph
y
of
th
e
H
u
m
a
n
M
in
d
の
第
一
部
六
章
で
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
を
W
.
H
am
ilton
卿
の
記
憶
の
説
明
(L
ectu
res
on
M
eta
ph
ys-
ics
、
特
に
三
一
講
と
三
二
講
を
参
照)
、
S
h
adw
orth
H
odg
son
氏
のT
im
e
a
n
d
S
pa
ce
の
第
一
部
五
章
と
比
較
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
読
者
は
、V
olk
m
an
のL
eh
rbu
ch
d
er
P
sych
o-
logie
の
第
一
巻
四
章
、W
u
n
dt
のP
h
ysiol.
P
sych
ologie
の
第
二
巻
一
七
章
、J
.
H
u
ber
教
授
のU
eber
d
a
s
G
ed

-
u
ch
tn
iss
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
践
的
な
場
面
に
つ
い
て
は
、
読
者
はL
ock
e
のS
om
e
T
h
ou
gh
ts
on
E
d
u
ca
tion
(
特
に
一
七
六
節)
、E
dg
ew
orth
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氏
のE
ssa
ys
on
P
ra
ctica
l
E
d
u
ca
tion
の
第
二
巻
二
一
章
、
N
eck
er
夫
人
のL
'E
d
u
ca
tion
の
第
六
巻
七
章
、J
.
G
.
F
itch
のL
ectu
res
on
T
ea
ch
in
g
の
五
章
、B
en
ek
e
のE
rzieh
.
u
n
d
U
n
terrich
tsleh
re
の
第
一
巻
二
〇
〜
二
二
節
、W
aitz
のA
llgem
.
P

d
a
gogik
(
第
二
部
三
章)
を
参
考
に
で
き
る
。
K
an
t
のU
eber
P

d
a
gogik
の
エ
ッ
セ
イ
に
記
憶
の
改
善
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
諸
言
及
が
あ
る
(
※
拙
訳
(
))
こ
の
補
遺
は
有
賀
の
翻
訳
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
記
憶
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
円
了
は
、
最
新
の
心
理
学
的
な
成
果
を
網
羅
的
に
ま
と
め
たS
u
lly
のO
u
tlin
es
of
P
sych
ology
、
加
え
て
こ
の
補
遺
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
諸
文
献
に
も
目
を
通
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
次
稿
以
降
で
は
、
円
了
の
記
憶
と
忘
却
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
欧
米
の
心
理
学
書
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
が
、
前
述
の
円
了
の
読
書
ノ
ー
ト
に
登
場
す
る
心
理
学
書
に
加
え
て
、S
u
lly
の
補
遺
で
挙
げ
ら
れ
た
文
献
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
な
お
、
補
遺
に
は
引
用
の
と
お
り
、
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
献
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
ま
で
扱
う
こ
と
は
筆
者
の
手
に
余
る
。
今
回
は
英
語
の
文
献
に
限
る
こ
と
に
し
た
(
次
稿
に
続
く)
。
注
(
１)
拙
稿
｢
江
戸
の
記
憶
術
と
忘
却
術
―
青
水
先
生
『
物
覚
秘
伝』
と
建
部
綾
足
『
古
今
物
わ
す
れ』
―｣
(『
中
京
大
学
図
書
館
学
紀
要』
三
一
号
(
二
〇
一
〇
年
五
月))
。
(
２)
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
編
『
井
上
円
了
選
集
第
10
巻』
(
一
九
九
一
年
三
月
東
洋
大
学)
。
恩
田
は
『
井
上
円
了
選
集
第
９
巻』
(
同
年
同
月)
で
も
『
失
念
術
講
義』
を
紹
介
し
て
い
る
。
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図A図 B
(
３)
『｢
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣
研
究
別
冊』
(E
co-ph
ilosoph
y
S
u
pplem
en
t)
七
号
(
二
〇
一
三
年
三
月)
。
(
４)
｢
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
回
転｣
h
ttp://d.h
aten
a.n
e.jp/u
robu
ro/
20100412/p1
(
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
日
午
前
八
時
確
認)
。
(
５)
石
田
秀
実
『
気
・
流
れ
る
身
体』
(
一
九
八
七
年
一
二
月
平
河
出
版
社)
九
八
・
九
九
頁
。
(
６)
同
『
気
・
流
れ
る
身
体』
一
〇
六
〜
一
一
〇
頁
。
(
７)
興
膳
宏
・
木
津
祐
子
・
齋
藤
希
史
訳
注
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
(
二
〇
〇
九
年
六
月
汲
古
書
院)
巻
一
〇
・
六
六
条
(
八
六
・
八
七
頁)
。
他
に
も
巻
一
一
・
一
四
四
条
(
同
書
二
九
九
〜
三
〇
三
頁)
、
巻
一
一
・
一
四
五
条
(
同
書
三
〇
三
〜
三
〇
六
頁)
。
(
８)
同
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
巻
一
〇
・
一
六
条
(
二
一
頁)
。
他
に
も
巻
一
〇
・
四
四
条
(
同
書
五
二
・
五
三
頁)
、
他
に
も
巻
一
一
・
九
八
条
(
同
書
二
三
九
・
二
四
〇
頁)
、
巻
一
一
・
一
〇
五
条
(
同
書
二
四
八
〜
二
五
〇
頁)
な
ど
。
薬
を
煎
じ
て
飲
む
行
為
を
比
喩
と
し
た
も
の
だ
が
、
巻
一
〇
・
六
条
(
同
書
一
二
頁)
、
巻
一
〇
・
八
四
条
(
同
書
一
〇
八
・
一
〇
九
頁)
な
ど
が
あ
る
。
(
９)
同
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
巻
一
〇
・
五
〇
条
(
六
一
〜
六
四
頁)
。
他
に
も
巻
一
〇
・
五
条
(
同
書
九
〜
一
一
頁)
、
巻
一
〇
・
一
一
条
(
同
書
一
五
・
一
六
頁)
、
巻
一
〇
・
一
二
条
(
同
書
一
六
・
一
七
頁)
、
巻
一
一
・
五
条
(
同
書
一
三
六
・
一
三
七
頁)
、
巻
一
一
・
一
六
条
(
同
書
一
四
八
〜
一
五
〇
頁)
、
巻
一
一
・
一
三
〇
条
(
同
書
二
七
九
・
二
八
〇
条)
。
(
)
山
口
久
和
｢
テ
ク
ス
ト
の
身
体
化
―
読
書
行
為
史
の
一
素
描｣
(『
中
国
思
想
に
お
け
る
身
体
・
自
然
・
信
仰
―
坂
出

伸
先
生
退
休
記
念
論
集』
(
二
〇
〇
四
年
八
月
東
方
書
店))
。
(
)
前
掲
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
巻
一
〇
・
六
四
条
(
七
九
〜
八
一
頁)
。
他
に
も
巻
一
〇
・
六
五
条(
同
書
八
一
〜
八
六
頁)
。
(
)
同
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
巻
一
〇
・
五
五
条
(
六
九
〜
七
〇
頁)
。
他
に
も
巻
一
〇
・
五
八
条
(
同
書
七
二
・
七
三
頁)
、
巻
一
〇
・
六
八
条
(
同
書
九
一
頁)
。
(
)
同
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
巻
一
一
・
一
九
条
(
一
五
三
・
一
五
四
頁)
。
(
)
｢
太
極
動
い
て
陽
を
生
じ
、
動
極
ま
つ
て
静
な
り
、
静
に
し
て
陰
を
生
じ
、
静
な
る
こ
と
極
ま
つ
て
復
た
動
く
。
一
動
一
静
、
互
に
其
の
根
と
為
り
、
陰
に
分
れ
陽
に
分
れ
て
両
儀
立
つ｣
(
西
晋
一
郎
・
小
糸
夏
次
郎
訳
註
『
太
極
図
説
・
通
書
・
西
銘
・
正
蒙』
(
一
九
三
八
年
四
月
岩
波
文
庫)
二
一
頁)
。
(
)
三
浦
國
雄
『
朱
子
と
気
と
身
体』
(
一
九
九
七
年
四
月
平
凡
社)
一
八
五
〜
二
一
一
頁
。
(
)
前
掲
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
巻
一
一
・
一
八
条
(
一
五
二
頁)
。
こ
う
し
た
考
え
は
朱
子
学
だ
け
で
は
な
い
。
明
代
末
期
の
洪
応
明
は
『
菜
根
譚』
に
お
い
て
｢
念
頭
昏
散
の
処
は
、
提
醒
を
知
る
を
要
す
。
念
頭
喫
緊
の
時
は
、
放
下
を
知
る
を
要
す
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
昏
々
の
病
を
去
っ
て
、
ま
た
憧
々
の
擾
を
来
た
さ
ん
。｣
(
今
井
宇
三
郎
訳
注
『
菜
根
譚』
(
一
九
九
〇
年
五
月
岩
波
文
庫)
一
四
〇
・
一
四
一
頁)
と
述
べ
て
い
る
。『
菜
根
譚』
は
日
本
で
も
文
政
五
(
一
八
二
二)
年
以
降
刊
行
が
相
次
ぎ
、
隠
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
150
た
。
(
)
訳
文
は
小
木
曽
丈
夫
・
浜
田
善
利
共
著
『
意
釈
黄
帝
内
経
素
問』
(
一
九
七
一
年
二
月
築
地
書
館)
一
五
五
・
一
五
六
頁
。
原
文
は
｢
重
広
補
注
黄
帝
内
経
素
問
第
十
一｣
(
同
書
五
〇
頁)
。
(
)
前
掲
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
巻
一
一
・
一
〇
条
(
一
四
一
〜
一
四
三
頁)
。
(
)
同
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
巻
一
〇
・
二
一
条
(
二
六
・
二
七
頁)
。
他
に
も
巻
一
一
・
一
〇
四
条
(
同
書
二
四
五
〜
二
四
七
頁)
。
(
)
江
村
北
海
｢
授
業
編
巻
二｣
六
オ
〜
七
ウ
(
長
澤
規
矩
也
編
『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
第
三
集』
(
一
九
七
五
年
九
月
汲
古
書
院)
二
九
三
・
二
九
四
頁)
。
(
)
道
教
の
坐
忘
法
に
つ
い
て
は
前
掲
『
朱
子
と
気
と
身
体』
二
二
二
〜
二
五
〇
頁
参
照
。
(
)
儒
教
の
坐
忘
批
判
に
つ
い
て
は
同
『
朱
子
と
気
と
身
体』
二
二
二
〜
二
五
〇
頁
参
照
。
(
)
｢
遺
書
二
先
生
語
第
二
上｣
(『
二
程
全
書
卷
之
二』
(
岡
田
武
彦
主
編
『
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
思
想
初
編
二
程
全
書』
(
中
文
出
版
社)
五
六
頁)
。
(
)
布
施
継
安
｢
周
程
張
朱
書｣
(『
読
書
路
径』
(
元
文
四
(
一
七
三
九)
年
自
序)
(
長
澤
規
矩
也
編
『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
第
一
集』
(
一
九
七
五
年
七
月
汲
古
書
院)
四
〇
三
頁)
に
は
、
『
程
氏
遺
書』
の
書
名
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
時
代
は
下
る
が
、
古
賀
	
『
読
書
矩』
(
文
化
一
二
(
一
八
一
五)
年
自
序)
(
長
澤
規
矩
也
編
『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
第
二
集』
(
一
九
七
五
年
八
月
汲
古
書
院)
九
六
頁)
に
は
『
二
程
全
集』
の
書
名
が
確
認
で
き
る
。
(

)
特
定
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
編
集
委
員
会
編
『
新
編
哲
学
堂
文
庫
目
録』
(
一
九
九
七
年
三
月
東
洋
大
学
附
属
図
書
館)
二
一
・
二
二
・
二
六
頁
。
(
)
前
掲
『『
朱
子
語
類』
訳
注
巻
十
〜
十
一』
巻
一
〇
・
二
九
条
(
三
六
・
三
七
頁)
。
(
)
斎
藤
孝
『
身
体
感
覚
を
取
り
戻
す
腰
・
ハ
ラ
文
化
の
再
生』
(
二
〇
〇
〇
年
八
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス)
九
一
頁
。
(
)
同
『
身
体
感
覚
を
取
り
戻
す
腰
・
ハ
ラ
文
化
の
再
生』
一
五
五
頁
。
(
)
三
浦
節
夫
｢
井
上
円
了
の
青
少
年
時
代
の
思
想
誕
生
か
ら
長
岡
学
校
ま
で｣
(『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報』
二
一
号
(
二
〇
一
二
年
九
月
東
洋
大
学))
。
(
)
石
黒
忠
悳
は
弘
化
二
(
一
八
四
五)
年
に
幕
府
の
代
官
手
代
の
家
に
生
ま
れ
、
江
戸
時
代
の
武
士
の
子
弟
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
父
か
ら
素
読
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
忠
悳
は
後
年
そ
の
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。｢
一
体
我
輩
の
父
は
極
め
て
厳
格
な
性
質
で
、
我
輩
に
『
論
語』
の
講
釈
を
授
け
る
前
に
は
、
先
づ
恭
し
く
書
物
を
礼
拝
し
愈
本
文
を
読
み
あ
げ
る
時
に
当
り
て
は
、
我
輩
の
膝
を
直
し
、
両
手
を
正
し
く
畳
に
つ
け
て
、
謹
ん
で
聴
聞
す
る
や
う
に
教
へ
、
さ
て
講
釈
に
な
る
と
、
こ
れ
か
ら
は
孔
子
様
の
お
言
葉
を
我
が
お
取
次
す
る
の
で
あ
る
か
ら
と
云
つ
て
、
初
め
て
膝
の
上
に
手
を
あ
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
諄
々
と
し
て
道
は
天
地
の
大
道
で
人
間
の
正
し
く
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む
べ
き
も
の
、
経
書
の
経
は
天
地
の
縦
糸
で
人
倫
の
大
本
と
し
て
必
ず
拠
る
べ
き
所
、
と
い
ふ
風
に
説
き
示
さ
れ
た
。
其
道
理
は
よ
く
解
ら
ぬ
と
し
て
も
、
如
何
に
も
厳
父
の
深
重
な
る
態
度
が
我
輩
の
小
さ
な
頭
に
一
々
喰
入
り
て
、
先
づ
道
徳
の
畏
る
べ
く
尊
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
、
や
が
て
こ
れ
が
我
が
生
涯
を
左
右
す
べ
き
所
の
堅
い
信
仰
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。｣
(｢
軍
医
総
監
石
黒
忠
悳
の
家
庭
と
佳
話｣
(
大
畑
裕
『
新
修
養
と
向
上
発
展』
(
一
九
一
六
年
一
〇
月
求
光
閣
書
店)
二
八
〇
頁))
。
こ
う
し
た
教
育
風
景
、
学
習
姿
勢
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
朱
子
学
の
初
等
教
育
に
使
用
さ
れ
た
『
小
学』
に
も
｢
読
論
語
者
、
但
将
弟
子
問
処
、
便
作
己
問
、
将
聖
人
答
処
、
便
作
今
日
耳
聞
、
自
然
有
得
。
若
能
於
論
孟
中
、
深
求
玩
味
将
来
、
涵
養
成
甚
生
気
質
(｢
論
語｣
を
読
む
者
は
、
但
弟
子
の
問
ふ
処
を
将
て
、
便
ち
己
の
問
と
作
し
、
聖
人
の
答
ふ
る
処
を
将
て
、
便
ち
今
日
の
耳
聞
と
作
さ
ば
、
自
然
に
得
る
こ
と
有
ら
ん
。
若
し
能
く
論
・
孟
中
に
於
て
、
深
く
求
め
て
玩
味
し
将
ち
来
ら
ば
、
甚
生
な
る
気
質
を
涵
養
し
成
さ
ん)｣
(『
新
釈
漢
文
大
系
第
３
巻
小
学』
(
一
九
六
五
年
九
月
明
治
書
院)
三
五
四
頁)
と
あ
る
。
(
)
前
掲
｢
井
上
円
了
の
青
少
年
時
代
の
思
想
誕
生
か
ら
長
岡
学
校
ま
で｣
。
(
)
『
伝
記
叢
書
161
石
黒
忠
悳
懐
旧
九
十
年』
(
一
九
九
四
年
一
一
月
大
空
社)
六
二
頁
。
(
)
前
掲
｢
井
上
円
了
の
青
少
年
時
代
の
思
想
誕
生
か
ら
長
岡
学
校
ま
で｣
。
(
)
土
田

夫
｢
井
上
圓
了
の
長
岡
時
代
長
岡
洋
学
校
時
代
に
視
点
を
お
い
て｣
(『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報』
一
八
号
(
二
〇
〇
九
年
九
月))
。
(
)
長
谷
川
潤
治
｢『
甫
水
井
上
円
了
漢
詩
集』
解
題｣
(
新
田
幸
治
・
長
谷
川
潤
治
・
中
村
聡
編
訳
『
甫
水
井
上
円
了
漢
詩
集
:
『
襲
常
詩
稿』
『
詩
冊』
『
屈
蠖
詩
集』
訳
注』
(
二
〇
〇
八
年
一
月
三
文
舎))
。
(
)
同
｢『
甫
水
井
上
円
了
漢
詩
集』
解
題｣
。
(
)
同
｢『
甫
水
井
上
円
了
漢
詩
集』
解
題｣
。
(
	)
同
｢『
甫
水
井
上
円
了
漢
詩
集』
解
題｣
。
(

)
前
掲
『
甫
水
井
上
円
了
漢
詩
集』
一
一
七
・
一
七
七
・
二
〇
三
頁
。
(
)
｢
仏
教
活
論
序
論｣
(『
井
上
円
了
選
集
第
３
巻』
(
一
九
八
七
年
一
〇
月
東
洋
大
学)
所
収)
三
三
六
・
三
三
七
頁
。
(
)
佐
藤
将
之
｢
井
上
円
了
思
想
に
お
け
る
中
国
哲
学
の
位
置｣
(『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報』
二
一
号
(
二
〇
一
二
年
九
月))
。
(
)
清
水
乞
｢
修
学
期
に
お
け
る
井
上
円
了
の
座
標
(
報
告)｣
(『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報』
一
五
号
(
二
〇
〇
六
年
九
月))
。
(
)
『
学
芸
志
林』
九
七
冊
(
明
治
一
八
年
八
月)
。
(
)
『
学
芸
志
林』
九
六
冊
(
明
治
一
八
年
七
月)
。
(
)
前
掲
『
学
芸
志
林』
九
七
冊
。
(
)
｢
哲
学
要
領｣
(『
井
上
円
了
選
集
第
１
巻』
(
一
九
八
七
年
一
〇
月
東
洋
大
学)
所
収)
一
七
二
・
一
七
三
頁
。
(
)
同
｢
哲
学
要
領｣
一
七
一
頁
。
(
)
同
｢
哲
学
要
領｣
二
〇
二
・
二
〇
三
頁
。
(
)
同
｢
哲
学
要
領｣
二
一
〇
頁
。
(
)
同
｢
哲
学
要
領｣
二
一
一
頁
。
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(
)
｢
忠
孝
活
論｣
(『
井
上
円
了
選
集
第
11
巻』
(
一
九
九
二
年
三
月
東
洋
大
学)
所
収)
二
九
五
〜
三
一
七
頁
。
(
)
同
｢
忠
孝
活
論｣
三
一
八
〜
三
二
二
頁
。
(
)
｢
破
唯
物
論｣
(『
井
上
円
了
選
集
第
７
巻』
(
一
九
九
〇
年
四
月
東
洋
大
学)
所
収)
六
二
五
〜
六
五
四
頁
。
(
)
同
｢
破
唯
物
論｣
六
三
三
〜
六
三
五
頁
。
(
)
同
｢
破
唯
物
論｣
六
五
七
・
六
五
八
頁
。
(
)
佐
藤
達
哉
『
通
史
日
本
の
心
理
学』
(
一
九
九
七
年
一
一
月
北
大
路
書
房)
三
七
頁
。
(
)
同
『
通
史
日
本
の
心
理
学』
三
六
・
四
四
頁
。
(
)
同
『
通
史
日
本
の
心
理
学』
二
八
・
五
四
頁
。
(
	)
同
『
通
史
日
本
の
心
理
学』
二
九
頁
。
(

)
同
『
通
史
日
本
の
心
理
学』
三
九
頁
。
(
)
谷
本
富
｢
我
が
国
に
於
け
る
心
理
学
の
発
達｣
(『
教
育
壇』
二
号
(
一
八
九
七
年))
・
佐
藤
達
哉
『
通
史
日
本
の
心
理
学』
(
一
九
九
七
年
一
一
月
北
大
路
書
房)
五
七
頁
。
(
)
喜
多
川
豊
宇
｢
井
上
円
了
英
文
稿
録
解｣
(
齋
藤
繁
雄
編
『
井
上
円
了
と
西
洋
思
想』
(
一
九
八
八
年
八
月
神
作
光
一))
。
(
)
清
水
乞
｢
井
上
円
了
に
お
け
る
近
代
西
洋
哲
学
研
究
の
原
点
｢
明
治
十
六
年
秋
稿
録｣
と
そ
の
展
開｣
(『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報』
一
六
号
(
二
〇
〇
七
年
九
月))
。
(
)
茅
野
良
男
｢
井
上
円
了
の
哲
学
史
研
究
に
つ
い
て｣
(『saty
a』
一
七
号
(
一
九
九
五
年
一
月))
。
(
)
前
掲
｢
井
上
円
了
英
文
稿
録
解｣
。
(
)
同
｢
井
上
円
了
英
文
稿
録
解｣
、
前
掲
｢
井
上
円
了
に
お
け
る
近
代
西
洋
哲
学
研
究
の
原
点
｢
明
治
十
六
年
秋
稿
録｣
と
そ
の
展
開｣
。
(
)
｢
通
信
教
授
心
理
学｣
(『
井
上
円
了
選
集
第
９
巻』
(
一
九
九
一
年
三
月
東
洋
大
学)
一
〇
五
頁)
。
(
)
｢
妖
怪
学
講
義
緒
言
総
論｣
(『
井
上
円
了
選
集
第
16
巻』
(
一
九
九
九
年
三
月
東
洋
大
学))
一
八
七
頁
。
(
)
｢
妖
怪
学
講
義
心
理
学
部
門｣
『
井
上
円
了
選
集
第
17
巻』
(
一
九
九
九
年
三
月
東
洋
大
学)
三
四
三
・
四
二
七
・
六
〇
〇
頁
。
(
)
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
哲
学
館
講
義
録
心
理
学』
(
特
二
一
―
五
三
九)
一
頁
。
(
)
我
部
政
男
・
広
瀬
順
晧
編
『
国
立
公
文
書
館
所
蔵
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
・
上
巻
―
転
免
病
死
ノ
部
―』
(
一
九
九
五
年
六
月
柏
書
房)
四
四
二
〜
四
四
五
頁
。
(
)
記
事
｢
本
会
規
則
・
会
員
姓
名｣
『
哲
学
会
雑
誌』
一
号
(
明
治
二
〇
年
二
月)
。
(
)
J
.
S
u
lly
,
O
u
tlin
es
of
P
sych
ology,
w
ith
S
pecia
l
R
eferen
ce
to
th
e
T
h
eory
of
E
d
u
ca
tion
(L
on
don
:
L
on
g
m
an
s,
G
reen
&
C
o,
1885),
p.
300.
(
文
学
部
教
授)
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